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Ⅰ 計画の基本的事項

・本計画は、社会経済情勢の変化に対応しつつ、誰もが安心して快適に暮らすことのできる・本計画は、社会経済情勢の変化に対応しつつ、誰もが安心して快適に暮らすことのできる・本計画は、社会経済情勢の変化に対応しつつ、誰もが安心して快適に暮らすことのできる・本計画は、社会経済情勢の変化に対応しつつ、誰もが安心して快適に暮らすことのできる

持続可能な地域づくりをより一層進めるため、景観・環境面から、県民、持続可能な地域づくりをより一層進めるため、景観・環境面から、県民、持続可能な地域づくりをより一層進めるため、景観・環境面から、県民、持続可能な地域づくりをより一層進めるため、景観・環境面から、県民、NPONPONPONPO、企業・団体、、企業・団体、、企業・団体、、企業・団体、

行政等の各主体が積極的な連携、協力のもと、中長期的に取り組む指針として示すものです。行政等の各主体が積極的な連携、協力のもと、中長期的に取り組む指針として示すものです。行政等の各主体が積極的な連携、協力のもと、中長期的に取り組む指針として示すものです。行政等の各主体が積極的な連携、協力のもと、中長期的に取り組む指針として示すものです。

・奈良県環境基本条例第・奈良県環境基本条例第・奈良県環境基本条例第・奈良県環境基本条例第10101010条に規定する基本計画であるとともに、条に規定する基本計画であるとともに、条に規定する基本計画であるとともに、条に規定する基本計画であるとともに、地球温暖化対策の推進地球温暖化対策の推進地球温暖化対策の推進地球温暖化対策の推進

に関する法律第に関する法律第に関する法律第に関する法律第20202020条の条の条の条の3333第第第第3333項に規定する地方公共団体実行計画、及び環境教育等による項に規定する地方公共団体実行計画、及び環境教育等による項に規定する地方公共団体実行計画、及び環境教育等による項に規定する地方公共団体実行計画、及び環境教育等による

環境保全の取組の促進に関する法律第環境保全の取組の促進に関する法律第環境保全の取組の促進に関する法律第環境保全の取組の促進に関する法律第8888条に規定する行動計画として策定します。条に規定する行動計画として策定します。条に規定する行動計画として策定します。条に規定する行動計画として策定します。

・地球温暖化対策推進法・環境教育等による環境保全の取組の促進に関する法律・循環型社会形成推進基本法・廃棄物処理法・生物多様性基本法・大気汚染防止法・水質汚濁防止法 など
【【【【計画の体系計画の体系計画の体系計画の体系】】】】

・奈良県ストップ温暖化実行計画・奈良県廃棄物処理計画・奈良県景観計画・奈良県植栽計画・生物多様性なら戦略 など

環境基本法
奈良県環境基本条例奈良県環境基本条例奈良県環境基本条例奈良県環境基本条例

奈良県環境総合計画奈良県環境総合計画奈良県環境総合計画奈良県環境総合計画

環境関連法
個別条例等個別計画
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Ⅱ 社会情勢の変化と環境との関わり１１１１．人口減少・高齢社会の到来．人口減少・高齢社会の到来．人口減少・高齢社会の到来．人口減少・高齢社会の到来○本県の人口は、平成○本県の人口は、平成○本県の人口は、平成○本県の人口は、平成26262626（（（（2014201420142014）年は）年は）年は）年は約約約約138138138138万人であり、平成万人であり、平成万人であり、平成万人であり、平成72727272（（（（2060206020602060）年には約）年には約）年には約）年には約84848484万人まで減少すると万人まで減少すると万人まで減少すると万人まで減少すると予想予想予想予想されていますが、世帯数の増加や高齢化の進展、ライフスタイルの変化等により、エネルギー消費されていますが、世帯数の増加や高齢化の進展、ライフスタイルの変化等により、エネルギー消費されていますが、世帯数の増加や高齢化の進展、ライフスタイルの変化等により、エネルギー消費されていますが、世帯数の増加や高齢化の進展、ライフスタイルの変化等により、エネルギー消費やごみの排出など、やごみの排出など、やごみの排出など、やごみの排出など、一人あたりの環境負荷は増加する傾向にあると考えられます。にあると考えられます。にあると考えられます。にあると考えられます。○人口減少・高齢社会が進展していくなかでは、これまで以上に一人ひとりが環境保全の担い手としての○人口減少・高齢社会が進展していくなかでは、これまで以上に一人ひとりが環境保全の担い手としての○人口減少・高齢社会が進展していくなかでは、これまで以上に一人ひとりが環境保全の担い手としての○人口減少・高齢社会が進展していくなかでは、これまで以上に一人ひとりが環境保全の担い手としての意識を高め、地域の安全・安心の確保に大きな役割を果たす意識を高め、地域の安全・安心の確保に大きな役割を果たす意識を高め、地域の安全・安心の確保に大きな役割を果たす意識を高め、地域の安全・安心の確保に大きな役割を果たす地域コミュニティの活力を高めていくことがを高めていくことがを高めていくことがを高めていくことが必要です。必要です。必要です。必要です。○農林業の担い手の減少・高齢化は、○農林業の担い手の減少・高齢化は、○農林業の担い手の減少・高齢化は、○農林業の担い手の減少・高齢化は、里地・里山の荒廃を招く要因となり、森林や農地による水質・大気を招く要因となり、森林や農地による水質・大気を招く要因となり、森林や農地による水質・大気を招く要因となり、森林や農地による水質・大気浄化などの公益的機能の低下を招き、浄化などの公益的機能の低下を招き、浄化などの公益的機能の低下を招き、浄化などの公益的機能の低下を招き、野生動植物の生息･生育環境の劣化が生じることが懸念されます。が生じることが懸念されます。が生じることが懸念されます。が生じることが懸念されます。
2.02.22.42.62.8
3.03.2

010203040
5060

H2 H7 H12 H17 H22 H27 H32 H37 H42 H47
（人）（万世帯） 奈良県の世帯数と１世帯当たりの人員の推移奈良県の世帯数と１世帯当たりの人員の推移奈良県の世帯数と１世帯当たりの人員の推移奈良県の世帯数と１世帯当たりの人員の推移

世帯数（実績） 世帯数（将来推計）1世帯当たりの人員（実績） 1世帯当たりの人員（将来推計）【出所：国立社会保障・人口問題研究所、奈良県】２．地方創生の動き２．地方創生の動き２．地方創生の動き２．地方創生の動き○国においては、人口減少克服、地方創生の実現に向け、平成○国においては、人口減少克服、地方創生の実現に向け、平成○国においては、人口減少克服、地方創生の実現に向け、平成○国においては、人口減少克服、地方創生の実現に向け、平成26262626（（（（2014201420142014）年）年）年）年11111111月に「まち・ひと・しごと創月に「まち・ひと・しごと創月に「まち・ひと・しごと創月に「まち・ひと・しごと創生法」を制定し、同年生法」を制定し、同年生法」を制定し、同年生法」を制定し、同年12121212月に、月に、月に、月に、5555カ年の政策目標などをまとめた「総合戦略」を策定し、まち・ひと・しごとカ年の政策目標などをまとめた「総合戦略」を策定し、まち・ひと・しごとカ年の政策目標などをまとめた「総合戦略」を策定し、まち・ひと・しごとカ年の政策目標などをまとめた「総合戦略」を策定し、まち・ひと・しごとの創生と好循環の確立に向けて、様々な地方創生の施策が打ち出されています。の創生と好循環の確立に向けて、様々な地方創生の施策が打ち出されています。の創生と好循環の確立に向けて、様々な地方創生の施策が打ち出されています。の創生と好循環の確立に向けて、様々な地方創生の施策が打ち出されています。○本県では、「○本県では、「○本県では、「○本県では、「奈良県地方創生本部奈良県地方創生本部奈良県地方創生本部奈良県地方創生本部」を平成」を平成」を平成」を平成26262626（（（（2014201420142014）年）年）年）年8888月に設置し、平成月に設置し、平成月に設置し、平成月に設置し、平成27272727（（（（2015201520152015）年）年）年）年12121212月に、国の月に、国の月に、国の月に、国の総合戦略を勘案しつつ、本県独自の地方創生に必要となる政策分野を「住んで良し」「働いて良し」総合戦略を勘案しつつ、本県独自の地方創生に必要となる政策分野を「住んで良し」「働いて良し」総合戦略を勘案しつつ、本県独自の地方創生に必要となる政策分野を「住んで良し」「働いて良し」総合戦略を勘案しつつ、本県独自の地方創生に必要となる政策分野を「住んで良し」「働いて良し」「訪れて良し」という３つの基本目標の下で体系的に整理し、「奈良県地方創生総合戦略」としてとりま「訪れて良し」という３つの基本目標の下で体系的に整理し、「奈良県地方創生総合戦略」としてとりま「訪れて良し」という３つの基本目標の下で体系的に整理し、「奈良県地方創生総合戦略」としてとりま「訪れて良し」という３つの基本目標の下で体系的に整理し、「奈良県地方創生総合戦略」としてとりまとめました。この戦略を基に、持続可能な財政運営を維持しつつ、直面する県政諸課題に積極果敢とめました。この戦略を基に、持続可能な財政運営を維持しつつ、直面する県政諸課題に積極果敢とめました。この戦略を基に、持続可能な財政運営を維持しつつ、直面する県政諸課題に積極果敢とめました。この戦略を基に、持続可能な財政運営を維持しつつ、直面する県政諸課題に積極果敢に取り組んでいます。に取り組んでいます。に取り組んでいます。に取り組んでいます。○この地方創生を推進するなかで、○この地方創生を推進するなかで、○この地方創生を推進するなかで、○この地方創生を推進するなかで、「「「「美しく､きれいなまちづくり」」」」が、これからの地域における重要な魅力が、これからの地域における重要な魅力が、これからの地域における重要な魅力が、これからの地域における重要な魅力要素になると捉え、要素になると捉え、要素になると捉え、要素になると捉え、奈良発の「地方自治の新しい形」である「奈良モデル（県･市町村の連携･協働）」により、により、により、により、県は、がんばる市町村とともに、重点的に推進することとしています。県は、がんばる市町村とともに、重点的に推進することとしています。県は、がんばる市町村とともに、重点的に推進することとしています。県は、がんばる市町村とともに、重点的に推進することとしています。
【出典：総務省、国立社会保障・人口問題研究所】

（人） ２０１０（H22）以降は、社人研による推計ピーク1999（H11）
1,449,138人

年少人口（0～14歳）総人口
老年人口（65歳以上）生産年齢人口（15～64歳）年少人口が老年人口を下回った。（1998（H10））2010(H22)

1,400,728人
2060(H72)

839,244人将来推計年齢年齢年齢年齢3区分別人口の推移（奈良県）区分別人口の推移（奈良県）区分別人口の推移（奈良県）区分別人口の推移（奈良県）
２

05,00010,00015,000
S25 S35 S45 S55 H2 H12 H22 H32 H42 H52 H62 H72

（万人） 日本の人口推移日本の人口推移日本の人口推移日本の人口推移

01020
3040

708090100110120
130140150
H2 H7 H12 H17 H22 H27 H32 H37 H42 H47 H52 H57 H62 H67 H72

高高高高齢齢齢齢化化化化率率率率（（（（％％％％））））人人人人口口口口（（（（万万万万人人人人）））） 奈良県の人口と高齢化率の推移奈良県の人口と高齢化率の推移奈良県の人口と高齢化率の推移奈良県の人口と高齢化率の推移
推計人口 将来推計人口高齢化率 高齢化率（将来推計）



Ⅱ 社会情勢の変化と環境との関わり３．東日本大震災を契機としたエネルギー政策の転換３．東日本大震災を契機としたエネルギー政策の転換３．東日本大震災を契機としたエネルギー政策の転換３．東日本大震災を契機としたエネルギー政策の転換○東日本大震災を契機に、エネルギー政策が大きく見直され、○東日本大震災を契機に、エネルギー政策が大きく見直され、○東日本大震災を契機に、エネルギー政策が大きく見直され、○東日本大震災を契機に、エネルギー政策が大きく見直され、徹底した省エネルギーを前提に、を前提に、を前提に、を前提に、再生再生再生再生可能エネルギーの導入や火力発電の効率化等可能エネルギーの導入や火力発電の効率化等可能エネルギーの導入や火力発電の効率化等可能エネルギーの導入や火力発電の効率化等によりによりによりによりバランスのとれた電源構成（エネルギーミックス）としていくことが求められており、地球温暖化対策にも積極的に取り組む必要が一層高まっています。としていくことが求められており、地球温暖化対策にも積極的に取り組む必要が一層高まっています。としていくことが求められており、地球温暖化対策にも積極的に取り組む必要が一層高まっています。としていくことが求められており、地球温暖化対策にも積極的に取り組む必要が一層高まっています。
5,817 5,978 5,903 6,062 5,882 5,800 6,155 5,842 5,682 5,536 3,082 3,204 3,191 3,306 3,238 3,224 3,450 3,300 3,231 3,197 300400500600700800

2,0003,0004,0005,0006,0007,000
H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 世帯数（千世帯）電力使用量 1111世帯当たりの年間電灯使用電力量世帯当たりの年間電灯使用電力量世帯当たりの年間電灯使用電力量世帯当たりの年間電灯使用電力量

奈良県（世帯数） 奈良県（世帯あたり：KWh/年）奈良県（総使用量：百万KWh/年） 全国（世帯あたり：KWh/年）

○世帯数が増加するなかで、節電等の取り組みにより１世帯当たりの電灯使用電力量が減少し、総電○世帯数が増加するなかで、節電等の取り組みにより１世帯当たりの電灯使用電力量が減少し、総電○世帯数が増加するなかで、節電等の取り組みにより１世帯当たりの電灯使用電力量が減少し、総電○世帯数が増加するなかで、節電等の取り組みにより１世帯当たりの電灯使用電力量が減少し、総電灯使用電力量も灯使用電力量も灯使用電力量も灯使用電力量も減少減少減少減少していますが、東日本大震災以降、火力発電の焚き増し等により電源構成にしていますが、東日本大震災以降、火力発電の焚き増し等により電源構成にしていますが、東日本大震災以降、火力発電の焚き増し等により電源構成にしていますが、東日本大震災以降、火力発電の焚き増し等により電源構成に占める化石燃料の割合が高まり、占める化石燃料の割合が高まり、占める化石燃料の割合が高まり、占める化石燃料の割合が高まり、温室効果ガス排出量の増加が継続していることから、地域資源をしていることから、地域資源をしていることから、地域資源をしていることから、地域資源を活用した活用した活用した活用した再生可能エネルギーのシェア拡大や安全・安心で災や安全・安心で災や安全・安心で災や安全・安心で災害害害害にににに強強強強いいいい地域分散型エネルギーシステムの導入の導入の導入の導入が求められてが求められてが求められてが求められていますいますいますいます｡｡｡｡

４．深刻化する地球温暖化４．深刻化する地球温暖化４．深刻化する地球温暖化４．深刻化する地球温暖化○気○気○気○気候候候候変変変変動動動動にににに関関関関する政する政する政する政府間パ府間パ府間パ府間パネル（ネル（ネル（ネル（IPCCIPCCIPCCIPCC））））第第第第5555次評価報告書次評価報告書次評価報告書次評価報告書ででででは、地球温暖化のは、地球温暖化のは、地球温暖化のは、地球温暖化の原原原原因は、因は、因は、因は、二酸化炭素をはじめとする人の活動に起因する温室効果ガスの増加によるものとされており、によるものとされており、によるものとされており、によるものとされており、そそそそのののの影響影響影響影響は、国は、国は、国は、国内外内外内外内外でででで既既既既にににに顕在顕在顕在顕在化しています。本県においても、化しています。本県においても、化しています。本県においても、化しています。本県においても、 過去過去過去過去50505050年年年年間間間間で平で平で平で平均均均均気温が約気温が約気温が約気温が約0000.9℃.9℃.9℃.9℃上上上上昇昇昇昇し、また、し、また、し、また、し、また、ソメソメソメソメイイイイヨヨヨヨシノシノシノシノのののの開花時期開花時期開花時期開花時期がががが早早早早まっているなど、まっているなど、まっているなど、まっているなど、私私私私たちのたちのたちのたちの身近身近身近身近なとこなとこなとこなところろろろにも気にも気にも気にも気候候候候変変変変動動動動のののの影響影響影響影響が現れてきています。が現れてきています。が現れてきています。が現れてきています。○○○○近近近近年、増加している年、増加している年、増加している年、増加している豪雨豪雨豪雨豪雨やややや猛暑猛暑猛暑猛暑のののの背景背景背景背景には、地球温暖化によるには、地球温暖化によるには、地球温暖化によるには、地球温暖化による影響影響影響影響があると考えられており、また、があると考えられており、また、があると考えられており、また、があると考えられており、また、気温の上気温の上気温の上気温の上昇昇昇昇、降水量の変化など様々な気、降水量の変化など様々な気、降水量の変化など様々な気、降水量の変化など様々な気候候候候の変化により、自の変化により、自の変化により、自の変化により、自然然然然災災災災害だ害だ害だ害だけでなく、けでなく、けでなく、けでなく、食食食食料、料、料、料、健康健康健康健康など様々など様々など様々など様々な面でな面でな面でな面で影響影響影響影響が生じることも予想されていますが生じることも予想されていますが生じることも予想されていますが生じることも予想されています。また、平成。また、平成。また、平成。また、平成27272727（（（（2015201520152015）年）年）年）年11111111月月月月30303030日から日から日から日から12121212月月月月13131313日日日日ににににフラフラフラフランンンンススススののののパリパリパリパリでででで開催開催開催開催されたされたされたされたCOPCOPCOPCOP21212121（国（国（国（国連連連連気気気気候候候候変変変変動枠動枠動枠動枠組み組み組み組み条条条条約約約約第第第第21212121回締回締回締回締約国会約国会約国会約国会議議議議）においては、「）においては、「）においては、「）においては、「産産産産業業業業革命革命革命革命前前前前からからからから の気温の気温の気温の気温上上上上昇昇昇昇をををを2222....0000度未満度未満度未満度未満にににに抑抑抑抑えるとともに、えるとともに、えるとともに、えるとともに、1111....5555度未満度未満度未満度未満にににに収収収収まるようまるようまるようまるよう努努努努力する」ことを目的とする「力する」ことを目的とする「力する」ことを目的とする「力する」ことを目的とする「パリパリパリパリ協協協協定」定」定」定」 がががが採択採択採択採択されました。このことから、温暖化対策は、されました。このことから、温暖化対策は、されました。このことから、温暖化対策は、されました。このことから、温暖化対策は、今後今後今後今後よりよりよりより一層、国一層、国一層、国一層、国際際際際社会が社会が社会が社会が協調協調協調協調して取り組して取り組して取り組して取り組まなまなまなまなければならない地球ければならない地球ければならない地球ければならない地球規模規模規模規模の課題ですが、気の課題ですが、気の課題ですが、気の課題ですが、気候候候候変変変変動動動動のののの影響影響影響影響は、気は、気は、気は、気候候候候、地、地、地、地形形形形、社会、社会、社会、社会条件条件条件条件等によって等によって等によって等によってそそそそのののの内内内内容容容容やややや程度程度程度程度がががが異異異異なるとともに、なるとともに、なるとともに、なるとともに、温暖化に適応することが地域づくりにもつながることから、地域がことから、地域がことから、地域がことから、地域が主主主主体と体と体と体となっなっなっなって取り組むことが求められます。て取り組むことが求められます。て取り組むことが求められます。て取り組むことが求められます。
【出典：奈良地方気象台】

【出所：環境政策課】

３

131415
1617
S25 S35 S45 S55 H2 H12 H22

（℃）
（年）

奈良の年平均気温の推移（奈良の年平均気温の推移（奈良の年平均気温の推移（奈良の年平均気温の推移（SSSS29292929～～～～H26H26H26H26））））
年平均気温 長期的な変化傾向 -15-10-505

1015
S25 S35 S45 S55 H2 H12 H22

（平年差）
（年）

奈良のソメイヨシノの開花日の平年差（奈良のソメイヨシノの開花日の平年差（奈良のソメイヨシノの開花日の平年差（奈良のソメイヨシノの開花日の平年差（S29S29S29S29～～～～H27H27H27H27））））
平年差 長期的な変化傾向

開花日が平年より遅遅遅遅いいいい開花日が平年より早早早早いいいい

0.00.10.20.30.40.50.6
4,0005,0006,0007,0008,0009,000

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25
二酸化炭素排出係数温室効果ガス排出量（千ｔ）

温室効果ガス排出量の温室効果ガス排出量の温室効果ガス排出量の温室効果ガス排出量の推移推移推移推移（奈良県）（奈良県）（奈良県）（奈良県）
エネルギー起源二酸化炭素 非エネルギー起源二酸化炭素メタン 一酸化二窒素HFC等 二酸化炭素排出係数



Ⅱ 社会情勢の変化と環境との関わり５．価値観の変化５．価値観の変化５．価値観の変化５．価値観の変化○○○○内閣府内閣府内閣府内閣府の世の世の世の世論調査論調査論調査論調査において、「心のにおいて、「心のにおいて、「心のにおいて、「心の豊豊豊豊かさとかさとかさとかさと物物物物のののの豊豊豊豊かさのどちらを重かさのどちらを重かさのどちらを重かさのどちらを重視視視視するのか」との質するのか」との質するのか」との質するのか」との質問問問問に対し、に対し、に対し、に対し、約約約約６６６６割の人が「割の人が「割の人が「割の人が「心の豊かさやゆとりのある生活に重きを置きたい」とされています。このようなに重きを置きたい」とされています。このようなに重きを置きたい」とされています。このようなに重きを置きたい」とされています。このような傾傾傾傾向に合向に合向に合向に合わせわせわせわせて、これまで以上に、て、これまで以上に、て、これまで以上に、て、これまで以上に、ものや資源を大切にする環境に配慮した暮らしをををを促促促促していくことが重要となり、していくことが重要となり、していくことが重要となり、していくことが重要となり、「環境「環境「環境「環境配慮配慮配慮配慮」が」が」が」がものものものもの・・・・ササササーーーービビビビスの高スの高スの高スの高付付付付加加加加価値価値価値価値化につながるような化につながるような化につながるような化につながるような工夫工夫工夫工夫が必要となります。が必要となります。が必要となります。が必要となります。○また、○また、○また、○また、社会への貢献意識が高まり、が高まり、が高まり、が高まり、 「自然・環境保護に関する活動」への関心度が高くなっていることかが高くなっていることかが高くなっていることかが高くなっていることから、より一層、ら、より一層、ら、より一層、ら、より一層、行行行行政と地域が政と地域が政と地域が政と地域が連携連携連携連携・・・・協協協協働する取り組みが求められます。一方で、働する取り組みが求められます。一方で、働する取り組みが求められます。一方で、働する取り組みが求められます。一方で、近近近近年は、年は、年は、年は、個個個個人生活の人生活の人生活の人生活の充充充充実を重実を重実を重実を重視視視視する人の割合も増えてきています。人口減少や高齢化、する人の割合も増えてきています。人口減少や高齢化、する人の割合も増えてきています。人口減少や高齢化、する人の割合も増えてきています。人口減少や高齢化、核家族核家族核家族核家族化化化化などとなどとなどとなどと相相相相まってまってまってまって地域コミュ地域コミュ地域コミュ地域コミュニティの衰退ニティの衰退ニティの衰退ニティの衰退が懸念されるが懸念されるが懸念されるが懸念されるなか、地域なか、地域なか、地域なか、地域コミュニティコミュニティコミュニティコミュニティに活力があるに活力があるに活力があるに活力がある場場場場合には、環境保全にも積極的に合には、環境保全にも積極的に合には、環境保全にも積極的に合には、環境保全にも積極的に取り組まれることが取り組まれることが取り組まれることが取り組まれることが多多多多くなることから、くなることから、くなることから、くなることから、地域コミュニティの活性化と環境保全の取り組みの好循環を創り出すを創り出すを創り出すを創り出すことが必要となります。ことが必要となります。ことが必要となります。ことが必要となります。
010203040
506070
S47.1 S50.11 S54.5 S59.5 H1.5 H6.5 H14.6 H19.7 H24.6
(%)(%)(%)(%) 心心心心の豊かさかの豊かさかの豊かさかの豊かさか、物、物、物、物の豊かさかの豊かさかの豊かさかの豊かさか

心の豊かさ 物の豊かさ 010203040
5060
S46.10 S52.12 S57.12 S62.12 H4.12 H9.12 H17.2 H22.1 H27.1
(%)(%)(%)(%) 社会志向か、個人志向か社会志向か、個人志向か社会志向か、個人志向か社会志向か、個人志向か

社会志向 個人志向

01020304050
607080
S49.2 S54.12 S59.12 H1.12 H7.12 H14.12 H20.2 H25.2
(%) 社会への貢献意識社会への貢献意識社会への貢献意識社会への貢献意識

思っている あまり考えていない 0102030
4050
H10.12 H14.12 H17.2 H19.1 H21.1 H23.1 H25.2 H27.1
(%) 社会への貢献内容（上位５項目）社会への貢献内容（上位５項目）社会への貢献内容（上位５項目）社会への貢献内容（上位５項目）

社会福祉に関する活動 自然・環境保護に関する活動町内会などの地域活動 自主防災活動や災害援助活動自分の職業を通して

【質問】「今後の生活において心の豊かさと物の豊かさのどちらを重視するのか内閣府「国民生活に関する世論調査」H27.6 【質問】「国や社会のことにもっと目を向けるべきだ」という意見と，「個人生活の充実をもっと重視すべきだ」という意見があるが，このうちどちらの意見に近いか内閣府「社会意識に関する世論調査」H27.1

【質問】社会の⼀員として，何か社会のために役⽴ちたいと思っているか，それとも，あまりそのようなことは考えていないか 内閣府「社会意識に関する世論調査」H27.1 内閣府「社会意識に関する世論調査」H27.1
４



Ⅲ 基本理念と施策体系（７本柱）

２２２２．基本理念．基本理念．基本理念．基本理念

１．計画期間１．計画期間１．計画期間１．計画期間

・計画の期間は、・計画の期間は、・計画の期間は、・計画の期間は、平成28（2016）年度から平成32（2020）年度までの5カ年ととととする。する。する。する。

本計画では、本計画では、本計画では、本計画では、誰もが安心して快適に暮らすことのできる「住んで良し」「訪れて良し」の奈誰もが安心して快適に暮らすことのできる「住んで良し」「訪れて良し」の奈誰もが安心して快適に暮らすことのできる「住んで良し」「訪れて良し」の奈誰もが安心して快適に暮らすことのできる「住んで良し」「訪れて良し」の奈

良県の実現に向けて、良県の実現に向けて、良県の実現に向けて、良県の実現に向けて、奈良ならではの美しい景観や持続可能な社会を構築するため、本奈良ならではの美しい景観や持続可能な社会を構築するため、本奈良ならではの美しい景観や持続可能な社会を構築するため、本奈良ならではの美しい景観や持続可能な社会を構築するため、本

県独自の事業推進スキーム「奈良モデル県独自の事業推進スキーム「奈良モデル県独自の事業推進スキーム「奈良モデル県独自の事業推進スキーム「奈良モデル※※※※」による施策・事業の推進を図るとともに、多様」による施策・事業の推進を図るとともに、多様」による施策・事業の推進を図るとともに、多様」による施策・事業の推進を図るとともに、多様

な主体が連携・協働する“オール奈良”による全県的な実践活動が展開され、これらの取りな主体が連携・協働する“オール奈良”による全県的な実践活動が展開され、これらの取りな主体が連携・協働する“オール奈良”による全県的な実践活動が展開され、これらの取りな主体が連携・協働する“オール奈良”による全県的な実践活動が展開され、これらの取り

組みが「きれいに暮らす奈良県スタイル」として定着することを目指して、計画の基本理念を組みが「きれいに暮らす奈良県スタイル」として定着することを目指して、計画の基本理念を組みが「きれいに暮らす奈良県スタイル」として定着することを目指して、計画の基本理念を組みが「きれいに暮らす奈良県スタイル」として定着することを目指して、計画の基本理念を

次のように定めます。次のように定めます。次のように定めます。次のように定めます。

３．計画の対象３．計画の対象３．計画の対象３．計画の対象

本計画では、大気、水、騒音、廃棄物などの「生活環境」、森林、河川や生物多様性など本計画では、大気、水、騒音、廃棄物などの「生活環境」、森林、河川や生物多様性など本計画では、大気、水、騒音、廃棄物などの「生活環境」、森林、河川や生物多様性など本計画では、大気、水、騒音、廃棄物などの「生活環境」、森林、河川や生物多様性など

の「自然環境」、身近な緑やまちなみなどの「快適環境」のほか、これらと相互に関連するの「自然環境」、身近な緑やまちなみなどの「快適環境」のほか、これらと相互に関連するの「自然環境」、身近な緑やまちなみなどの「快適環境」のほか、これらと相互に関連するの「自然環境」、身近な緑やまちなみなどの「快適環境」のほか、これらと相互に関連する

「地域環境」や「地球環境」を対象とします。「地域環境」や「地球環境」を対象とします。「地域環境」や「地球環境」を対象とします。「地域環境」や「地球環境」を対象とします。生活環境生活環境生活環境生活環境大気、水、騒音・振動、土壌、廃棄物等 自然環境自然環境自然環境自然環境森林、河川、湖沼、生物多様性等快適環境快適環境快適環境快適環境緑、水辺、まちなみ・沿道景観等
地球環境地球環境地球環境地球環境二酸化炭素排出抑制省エネ、節電再生可能エネルギー等地域環境地域環境地域環境地域環境歴史的景観眺望景観自然景観等

「「「「豊豊豊豊かなかなかなかな自然自然自然自然とととと歴史歴史歴史歴史とのとのとのとの共生共生共生共生、、、、美美美美しいしいしいしい景観景観景観景観とととと持続可能持続可能持続可能持続可能なくらしのなくらしのなくらしのなくらしの創生創生創生創生」」」」

～愛着と誇りの持てる「きれいに暮らす奈良県スタイル」の構築・推進～～愛着と誇りの持てる「きれいに暮らす奈良県スタイル」の構築・推進～～愛着と誇りの持てる「きれいに暮らす奈良県スタイル」の構築・推進～～愛着と誇りの持てる「きれいに暮らす奈良県スタイル」の構築・推進～

５

※※※※「奈良モデル」とは「奈良モデル」とは「奈良モデル」とは「奈良モデル」とは質の高い行政サービスを提供し、行政を効率的に運営するために、県と市町村または市町村同士の連携・協働について、奈良県質の高い行政サービスを提供し、行政を効率的に運営するために、県と市町村または市町村同士の連携・協働について、奈良県質の高い行政サービスを提供し、行政を効率的に運営するために、県と市町村または市町村同士の連携・協働について、奈良県質の高い行政サービスを提供し、行政を効率的に運営するために、県と市町村または市町村同士の連携・協働について、奈良県にふさわしいあり方を検討し、実現する取り組みのこと。にふさわしいあり方を検討し、実現する取り組みのこと。にふさわしいあり方を検討し、実現する取り組みのこと。にふさわしいあり方を検討し、実現する取り組みのこと。
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４４４４．環境像．環境像．環境像．環境像

～私たちが目指す奈良県の姿～～私たちが目指す奈良県の姿～～私たちが目指す奈良県の姿～～私たちが目指す奈良県の姿～

澄んだ空澄んだ空澄んだ空澄んだ空に、雄大な山並みと手入れの行き届いた森林の緑が映えます。に、雄大な山並みと手入れの行き届いた森林の緑が映えます。に、雄大な山並みと手入れの行き届いた森林の緑が映えます。に、雄大な山並みと手入れの行き届いた森林の緑が映えます。

山間部の自然は、きれいな空気をつくり出し、山々に蓄えられた水は、川か山間部の自然は、きれいな空気をつくり出し、山々に蓄えられた水は、川か山間部の自然は、きれいな空気をつくり出し、山々に蓄えられた水は、川か山間部の自然は、きれいな空気をつくり出し、山々に蓄えられた水は、川か

ら海へと、清らかで豊かな水流となって、人々を潤し、さまざまな生物を育んら海へと、清らかで豊かな水流となって、人々を潤し、さまざまな生物を育んら海へと、清らかで豊かな水流となって、人々を潤し、さまざまな生物を育んら海へと、清らかで豊かな水流となって、人々を潤し、さまざまな生物を育ん

でいます。でいます。でいます。でいます。

大和青垣や大和三山などの山々は、里山・田園風景と相まって、都市の大和青垣や大和三山などの山々は、里山・田園風景と相まって、都市の大和青垣や大和三山などの山々は、里山・田園風景と相まって、都市の大和青垣や大和三山などの山々は、里山・田園風景と相まって、都市の

遠景となり、世界遺産や国宝などの歴史的建造物の背景となって、まほろば遠景となり、世界遺産や国宝などの歴史的建造物の背景となって、まほろば遠景となり、世界遺産や国宝などの歴史的建造物の背景となって、まほろば遠景となり、世界遺産や国宝などの歴史的建造物の背景となって、まほろば

の国にふさわしい麗しいたたずまいを形づくっています。の国にふさわしい麗しいたたずまいを形づくっています。の国にふさわしい麗しいたたずまいを形づくっています。の国にふさわしい麗しいたたずまいを形づくっています。

まちなかは、花と緑にあふれ、歴史的風土と調和のとれた美しい都市景観まちなかは、花と緑にあふれ、歴史的風土と調和のとれた美しい都市景観まちなかは、花と緑にあふれ、歴史的風土と調和のとれた美しい都市景観まちなかは、花と緑にあふれ、歴史的風土と調和のとれた美しい都市景観

とととと沿道沿道沿道沿道景観に、住む人、訪れる人が和ら景観に、住む人、訪れる人が和ら景観に、住む人、訪れる人が和ら景観に、住む人、訪れる人が和らぎぎぎぎをををを感じ感じ感じ感じます。ます。ます。ます。

人々は、ものや人々は、ものや人々は、ものや人々は、ものや資源資源資源資源を大を大を大を大切切切切にし、地球環境ににし、地球環境ににし、地球環境ににし、地球環境に配慮配慮配慮配慮するするするする知恵知恵知恵知恵や行動力にあや行動力にあや行動力にあや行動力にあ

ふれ、これからのふれ、これからのふれ、これからのふれ、これからの時代時代時代時代にににに求求求求められる「きれいに暮らす」スタイルをめられる「きれいに暮らす」スタイルをめられる「きれいに暮らす」スタイルをめられる「きれいに暮らす」スタイルを追追追追及、共及、共及、共及、共有有有有

しながら、主体的かつ積極的に本計画がしながら、主体的かつ積極的に本計画がしながら、主体的かつ積極的に本計画がしながら、主体的かつ積極的に本計画が掲げ掲げ掲げ掲げる基本理念の実現に向けてる基本理念の実現に向けてる基本理念の実現に向けてる基本理念の実現に向けて

取組み、多様な主体が連携・協働する“オール奈良”によって全県的な実践取組み、多様な主体が連携・協働する“オール奈良”によって全県的な実践取組み、多様な主体が連携・協働する“オール奈良”によって全県的な実践取組み、多様な主体が連携・協働する“オール奈良”によって全県的な実践

活動へと活動へと活動へと活動へと広広広広がっています。がっています。がっています。がっています。

６



（3）低炭素社会の実現自自自自然然然然災災災災害だ害だ害だ害だけでなく、人々のけでなく、人々のけでなく、人々のけでなく、人々の健康健康健康健康や生や生や生や生態態態態系などにも系などにも系などにも系などにも影響影響影響影響をををを及ぼ及ぼ及ぼ及ぼす地球温暖化対策として、県す地球温暖化対策として、県す地球温暖化対策として、県す地球温暖化対策として、県内内内内温温温温室効室効室効室効果果果果ガガガガス排出量の約ス排出量の約ス排出量の約ス排出量の約９５％９５％９５％９５％を占めるを占めるを占めるを占める二酸二酸二酸二酸化化化化炭炭炭炭素の排出素の排出素の排出素の排出削削削削減対策が重要減対策が重要減対策が重要減対策が重要な課題となっています。な課題となっています。な課題となっています。な課題となっています。そそそそのため、のため、のため、のため、熱熱熱熱エネルギーやエネルギーやエネルギーやエネルギーや未利未利未利未利用エネルギーなどの用エネルギーなどの用エネルギーなどの用エネルギーなどの再再再再生可能エネルギーのさらなる生可能エネルギーのさらなる生可能エネルギーのさらなる生可能エネルギーのさらなる利利利利活用活用活用活用をををを図図図図るとるとるとるとともにともにともにともに省省省省エネ・節電スタイルのエネ・節電スタイルのエネ・節電スタイルのエネ・節電スタイルの推進・推進・推進・推進・定定定定着着着着をををを促促促促します。また、森林面積が県します。また、森林面積が県します。また、森林面積が県します。また、森林面積が県土土土土面積の約面積の約面積の約面積の約８８８８割を占める本割を占める本割を占める本割を占める本県県県県のののの特性特性特性特性を活かしを活かしを活かしを活かし、、、、二酸二酸二酸二酸化化化化炭炭炭炭素の素の素の素の吸収吸収吸収吸収源となる森林の整源となる森林の整源となる森林の整源となる森林の整備備備備・保全・保全・保全・保全に取り組むことにより、に取り組むことにより、に取り組むことにより、に取り組むことにより、産産産産業の活業の活業の活業の活性性性性化を化を化を化を図図図図り、持続可能な地域り、持続可能な地域り、持続可能な地域り、持続可能な地域づづづづくりをくりをくりをくりを促促促促進します。進します。進します。進します。
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７

（2）清流の保全と復活人々の人々の人々の人々の暮暮暮暮らしやらしやらしやらしや多多多多様な様な様な様な動植物動植物動植物動植物の生の生の生の生命命命命の源である「の源である「の源である「の源である「清清清清らかでらかでらかでらかで豊豊豊豊かな水」をかな水」をかな水」をかな水」を守守守守り、り、り、り、育育育育むため、むため、むため、むため、生活排生活排生活排生活排水の浄化水の浄化水の浄化水の浄化等等等等によるによるによるによる水質の維持・水質の維持・水質の維持・水質の維持・改善改善改善改善に、保水・に、保水・に、保水・に、保水・利利利利水等の水等の水等の水等の視視視視点を加えた「点を加えた「点を加えた「点を加えた「健健健健全な水循環の構全な水循環の構全な水循環の構全な水循環の構築築築築」を」を」を」を目目目目指指指指して、施策の総合的な展して、施策の総合的な展して、施策の総合的な展して、施策の総合的な展開開開開をををを図図図図ります。また、ります。また、ります。また、ります。また、やすらやすらやすらやすらぎぎぎぎとととと和和和和ららららぎぎぎぎをををを感感感感じることのできる水じることのできる水じることのできる水じることのできる水辺辺辺辺のののの空空空空間づ間づ間づ間づくりとして、地域でくりとして、地域でくりとして、地域でくりとして、地域で守守守守りりりり再再再再生さ生さ生さ生させせせせる取り組みもる取り組みもる取り組みもる取り組みも促促促促進します。重点的な取り組みとして、大進します。重点的な取り組みとして、大進します。重点的な取り組みとして、大進します。重点的な取り組みとして、大和川和川和川和川の水の水の水の水質の全国質の全国質の全国質の全国ワワワワースースースーストトトト上上上上位位位位ラララランキングンキングンキングンキングからのからのからのからの脱却脱却脱却脱却をををを図図図図ります。ります。ります。ります。そそそそのため、大のため、大のため、大のため、大和川和川和川和川の水質を、人々のの水質を、人々のの水質を、人々のの水質を、人々の暮暮暮暮らしらしらしらしやややや産産産産業活業活業活業活動動動動のあり方がのあり方がのあり方がのあり方がそそそそのままのままのままのまま連動連動連動連動してしてしてして表表表表れてくるれてくるれてくるれてくる““““地域の環境を地域の環境を地域の環境を地域の環境を映映映映すすすす鏡”鏡”鏡”鏡”として捉え、上として捉え、上として捉え、上として捉え、上流流流流域から域から域から域から中中中中・下・下・下・下流流流流域における域における域における域における多多多多様な様な様な様な主主主主体による体による体による体による広広広広域的なネ域的なネ域的なネ域的なネットワットワットワットワーーーーククククにより、水質のにより、水質のにより、水質のにより、水質の改善改善改善改善に一層重点的に取に一層重点的に取に一層重点的に取に一層重点的に取り組むとともに、きれいな水り組むとともに、きれいな水り組むとともに、きれいな水り組むとともに、きれいな水辺辺辺辺環境環境環境環境づづづづくりを目くりを目くりを目くりを目指指指指します。します。します。します。

（1）景観の保全と創造世世世世界界界界にににに誇誇誇誇るるるる歴史文歴史文歴史文歴史文化化化化遺産遺産遺産遺産とともにとともにとともにとともに、、、、豊豊豊豊かな自かな自かな自かな自然然然然、、、、田園田園田園田園・・・・里山風景里山風景里山風景里山風景がががが広広広広がる県がる県がる県がる県内各内各内各内各地において、地において、地において、地において、四季折四季折四季折四季折々に々に々に々に彩彩彩彩られるられるられるられる景観景観景観景観をををを守守守守りながら、国りながら、国りながら、国りながら、国際際際際的な的な的な的な歴史文歴史文歴史文歴史文化化化化交流拠交流拠交流拠交流拠点点点点「「「「奈良県奈良県奈良県奈良県」」」」ににににふふふふささささわわわわしいしいしいしい景観景観景観景観をををを創り創り創り創り育育育育て、て、て、て、未来未来未来未来につなにつなにつなにつなげげげげていきます。ていきます。ていきます。ていきます。また、また、また、また、景観景観景観景観は地域の環境の要素が総合化された「見える環は地域の環境の要素が総合化された「見える環は地域の環境の要素が総合化された「見える環は地域の環境の要素が総合化された「見える環境」であり、これからの地域における重要な魅力要素になることから、本県の境」であり、これからの地域における重要な魅力要素になることから、本県の境」であり、これからの地域における重要な魅力要素になることから、本県の境」であり、これからの地域における重要な魅力要素になることから、本県の強強強強みであるみであるみであるみである歴史歴史歴史歴史的的的的景景景景観観観観などの魅力を一層高めるとともに、良好ななどの魅力を一層高めるとともに、良好ななどの魅力を一層高めるとともに、良好ななどの魅力を一層高めるとともに、良好な都都都都市市市市景観景観景観景観を創出するための全県的なを創出するための全県的なを創出するための全県的なを創出するための全県的な動動動動きを生み出しきを生み出しきを生み出しきを生み出していきます。重点的な取り組みとして、県ていきます。重点的な取り組みとして、県ていきます。重点的な取り組みとして、県ていきます。重点的な取り組みとして、県内各内各内各内各地の地の地の地の特徴特徴特徴特徴あるあるあるある景観景観景観景観をををを有有有有する一定の地域を「する一定の地域を「する一定の地域を「する一定の地域を「小庭小庭小庭小庭（エ（エ（エ（エリアリアリアリア）」として、県全体が）」として、県全体が）」として、県全体が）」として、県全体が調和調和調和調和のとれた「一つののとれた「一つののとれた「一つののとれた「一つの庭庭庭庭」となるような」となるような」となるような」となるような植栽景観づ植栽景観づ植栽景観づ植栽景観づくりをくりをくりをくりを促促促促進するとともに、進するとともに、進するとともに、進するとともに、奈良らしい魅力奈良らしい魅力奈良らしい魅力奈良らしい魅力動線動線動線動線を創出するためを創出するためを創出するためを創出するため都都都都市・市・市・市・沿道景観沿道景観沿道景観沿道景観のののの形形形形成を目成を目成を目成を目指指指指します。します。します。します。

基本理念及び環境像の実現に向けて、以下に掲げる施策（７本柱）により総合的かつ計画的に推進します。
（１）景観の保全と創造

（２）清流の保全と復活

（３）低炭素社会の実現
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８

（7）人づくり・地域づくりの推進景観景観景観景観・・・・環境環境環境環境づづづづくりを進めていくためには、一人ひとりが地域や組くりを進めていくためには、一人ひとりが地域や組くりを進めていくためには、一人ひとりが地域や組くりを進めていくためには、一人ひとりが地域や組織織織織において自において自において自において自主主主主的・的・的・的・主主主主体的に取り体的に取り体的に取り体的に取り組み、地域組み、地域組み、地域組み、地域コミュニティコミュニティコミュニティコミュニティ活活活活動動動動としても定としても定としても定としても定着着着着・発展さ・発展さ・発展さ・発展させせせせていくことが求められます。ていくことが求められます。ていくことが求められます。ていくことが求められます。そそそそのため、奈良のため、奈良のため、奈良のため、奈良モデモデモデモデルによる取り組みはもとより、ルによる取り組みはもとより、ルによる取り組みはもとより、ルによる取り組みはもとより、関係関係関係関係機機機機関関関関・・・・団団団団体、地域住体、地域住体、地域住体、地域住民民民民等と等と等と等と連携連携連携連携・・・・協協協協働しながら、イ働しながら、イ働しながら、イ働しながら、イベントベントベントベント・・・・講習講習講習講習会、会、会、会、ホホホホーーーームペムペムペムペーーーージジジジなど様々な機会をなど様々な機会をなど様々な機会をなど様々な機会を通通通通して、して、して、して、景観景観景観景観・環境・環境・環境・環境づづづづくりをくりをくりをくりを促促促促進するための進するための進するための進するための啓啓啓啓発等の取り組みを推発等の取り組みを推発等の取り組みを推発等の取り組みを推進します。また、進します。また、進します。また、進します。また、景観景観景観景観・環境・環境・環境・環境づづづづくりに向けて、くりに向けて、くりに向けて、くりに向けて、多多多多様な様な様な様な主主主主体が体が体が体が互互互互いにいにいにいに連携連携連携連携・・・・協協協協力する力する力する力するパパパパーーーートナトナトナトナーーーーシップシップシップシップのののの形形形形成を成を成を成を促促促促進することにより、進することにより、進することにより、進することにより、参参参参加と加と加と加と協協協協働による取り組みを推進します。働による取り組みを推進します。働による取り組みを推進します。働による取り組みを推進します。

（5）安全な生活環境の確保心心心心身身身身ともにともにともにともに健康健康健康健康で、で、で、で、快適快適快適快適・安全・安心な・安全・安心な・安全・安心な・安全・安心な暮暮暮暮らしができるよう、らしができるよう、らしができるよう、らしができるよう、私私私私たちのたちのたちのたちの身身身身のののの回回回回りを取りを取りを取りを取巻巻巻巻くくくく生活生活生活生活環境環境環境環境（大気、（大気、（大気、（大気、土壌土壌土壌土壌、、、、騒音騒音騒音騒音など）など）など）など）をををを保全保全保全保全するための対策をするための対策をするための対策をするための対策を講講講講じます。じます。じます。じます。また、また、また、また、有害有害有害有害なななな化化化化学物学物学物学物質の質の質の質の適正処適正処適正処適正処理理理理をををを促促促促進する進する進する進するとととととととともに、もに、もに、もに、空間放射線空間放射線空間放射線空間放射線量の量の量の量の常時監視常時監視常時監視常時監視やややや未だ未だ未だ未だ発生発生発生発生メメメメカカカカニズムニズムニズムニズムがががが解解解解明明明明されていないされていないされていないされていない微微微微小小小小粒子粒子粒子粒子状状状状物物物物質質質質（（（（PPPPMMMM2.52.52.52.5））））にににに係係係係るるるる調査調査調査調査研究研究研究研究などの取り組みを推進します。などの取り組みを推進します。などの取り組みを推進します。などの取り組みを推進します。（6）生物多様性の保全豊豊豊豊かな生かな生かな生かな生物多物多物多物多様様様様性性性性のののの恵恵恵恵みをみをみをみを将将将将来来来来の世の世の世の世代代代代にににに引引引引きききき継継継継いでいくため、「生いでいくため、「生いでいくため、「生いでいくため、「生物多物多物多物多様様様様性性性性なら戦略」に基なら戦略」に基なら戦略」に基なら戦略」に基づづづづき、県き、県き、県き、県民民民民、、、、ＮＰＯＮＰＯＮＰＯＮＰＯ、、、、事事事事業業業業者者者者、、、、教教教教育育育育・・・・研究研究研究研究機機機機関関関関等と等と等と等と協協協協働して良好な自働して良好な自働して良好な自働して良好な自然然然然環境を保全します。また、環境を保全します。また、環境を保全します。また、環境を保全します。また、絶滅絶滅絶滅絶滅のおのおのおのおそそそそれのあるれのあるれのあるれのある希希希希少な野生少な野生少な野生少な野生動植物動植物動植物動植物の生の生の生の生息息息息・生・生・生・生育育育育環境の保全・環境の保全・環境の保全・環境の保全・再再再再生に取り組むとともに、増えす生に取り組むとともに、増えす生に取り組むとともに、増えす生に取り組むとともに、増えすぎぎぎぎたたたた野生野生野生野生動物動物動物動物のののの適正適正適正適正なななな密密密密度度度度管管管管理や理や理や理や外来外来外来外来種種種種による生による生による生による生態態態態系等系等系等系等へへへへのののの被被被被害害害害防止防止防止防止の取り組みを推進します。の取り組みを推進します。の取り組みを推進します。の取り組みを推進します。

「「「「ものを大ものを大ものを大ものを大切切切切にする」意識をさらににする」意識をさらににする」意識をさらににする」意識をさらに醸醸醸醸成成成成しながら、しながら、しながら、しながら、廃棄廃棄廃棄廃棄物物物物対策の取り組みを対策の取り組みを対策の取り組みを対策の取り組みを通通通通して、して、して、して、天天天天然然然然資源の消資源の消資源の消資源の消費が費が費が費が抑抑抑抑制され、環境制され、環境制され、環境制され、環境へへへへのののの負荷負荷負荷負荷が低減される循環が低減される循環が低減される循環が低減される循環型型型型社会の構社会の構社会の構社会の構築築築築を目を目を目を目指指指指します。また、ごみを減らすします。また、ごみを減らすします。また、ごみを減らすします。また、ごみを減らすことは、地域の生活環境ことは、地域の生活環境ことは、地域の生活環境ことは、地域の生活環境だだだだけでなく、けでなく、けでなく、けでなく、景観景観景観景観や地球温暖化対策、生や地球温暖化対策、生や地球温暖化対策、生や地球温暖化対策、生物多物多物多物多様様様様性性性性の保全など様々な環の保全など様々な環の保全など様々な環の保全など様々な環境課題に境課題に境課題に境課題に貢献貢献貢献貢献できるものであり、「きれいにできるものであり、「きれいにできるものであり、「きれいにできるものであり、「きれいに暮暮暮暮らす奈良県スタイル」構らす奈良県スタイル」構らす奈良県スタイル」構らす奈良県スタイル」構築築築築ののののベベベベースとなることから、ースとなることから、ースとなることから、ースとなることから、県県県県民民民民一人ひとりが日々の一人ひとりが日々の一人ひとりが日々の一人ひとりが日々の暮暮暮暮らしのなかで資源やエネルギーを大らしのなかで資源やエネルギーを大らしのなかで資源やエネルギーを大らしのなかで資源やエネルギーを大切切切切にする「環境ににする「環境ににする「環境ににする「環境に配慮配慮配慮配慮したライフしたライフしたライフしたライフスタイル」のスタイル」のスタイル」のスタイル」の促促促促進を進を進を進を図図図図ります。重点的な取り組みとして、これまで県と市町村がります。重点的な取り組みとして、これまで県と市町村がります。重点的な取り組みとして、これまで県と市町村がります。重点的な取り組みとして、これまで県と市町村が連携連携連携連携して推進してきして推進してきして推進してきして推進してきた奈良た奈良た奈良た奈良モデモデモデモデルによる「ごみルによる「ごみルによる「ごみルによる「ごみ処処処処理の理の理の理の広広広広域化」の取り組みを域化」の取り組みを域化」の取り組みを域化」の取り組みを継継継継続・発展さ続・発展さ続・発展さ続・発展させせせせながら、本県の地域ながら、本県の地域ながら、本県の地域ながら、本県の地域特性特性特性特性にににに適適適適した３した３した３した３ＲＲＲＲ（（（（リデュリデュリデュリデュース・ース・ース・ース・リリリリユユユユース・ース・ース・ース・リサリサリサリサイイイイククククル）等をル）等をル）等をル）等を促促促促進することにより、さらなる「ごみの減量化」に進することにより、さらなる「ごみの減量化」に進することにより、さらなる「ごみの減量化」に進することにより、さらなる「ごみの減量化」に向けて、県向けて、県向けて、県向けて、県民民民民をはじめをはじめをはじめをはじめ多多多多様な様な様な様な主主主主体による積極的な実体による積極的な実体による積極的な実体による積極的な実践践践践活活活活動動動動のののの普普普普及及及及・・・・拡拡拡拡大を大を大を大を図図図図ります。ります。ります。ります。

（４）循環型社会の構築

（５）安全な生活環境の確保

（６）生物多様性の保全

（７）人づくり・地域づくりの推進



Ⅳ 重点プロジェクト

「きれいに暮らす奈良県スタイル」推進プロジェクト

１．「大和川のきれい化」推進

○環境用水の○環境用水の○環境用水の○環境用水の導入導入導入導入促促促促進（農業用水等の進（農業用水等の進（農業用水等の進（農業用水等の利利利利活用）活用）活用）活用）

・水質の「見える化」による・水質の「見える化」による・水質の「見える化」による・水質の「見える化」による普普普普及啓及啓及啓及啓発発発発○○○○食食食食用用用用油油油油リサリサリサリサイイイイククククルのルのルのルの促促促促進（進（進（進（広広広広域域域域回収回収回収回収等の等の等の等の促促促促進）進）進）進）

（２）きれいな水辺空間づくり○水○水○水○水辺辺辺辺のののの遊歩遊歩遊歩遊歩道道道道やややや花花花花壇壇壇壇等の整等の整等の整等の整備備備備、地域住、地域住、地域住、地域住民民民民等による維持等による維持等による維持等による維持管管管管理の理の理の理の促促促促進進進進

○合○合○合○合併併併併浄化浄化浄化浄化槽槽槽槽のののの適正適正適正適正な維持な維持な維持な維持管管管管理の理の理の理の促促促促進進進進

○県○県○県○県民民民民総総総総監視監視監視監視によるによるによるによる不不不不法法法法投棄投棄投棄投棄対策対策対策対策

（１）清流復活への取組促進（全国ワースト上位ランキングからの脱却）○公○公○公○公共共共共下水下水下水下水道道道道整整整整備備備備・・・・接接接接続の続の続の続の促促促促進進進進

成果・行動指標 現況値H26 目標値H32環境基準達成率 85.7% 全川（本川・支川）で環境基準値（BOD値）を達成汚水処理人口普及率（大和川流域） 89.1% 93.0%下水汚泥エネルギー化率 21% 38%（H31）○地域住○地域住○地域住○地域住民民民民等と等と等と等と連携連携連携連携・・・・協協協協働する働する働する働する河河河河川川川川美美美美化活化活化活化活動動動動のののの促促促促進（進（進（進（花花花花のののの植栽植栽植栽植栽、、、、清清清清掃掃掃掃・・・・草刈草刈草刈草刈り）り）り）り）

○合○合○合○合併併併併浄化浄化浄化浄化槽槽槽槽の整の整の整の整備促備促備促備促進進進進
～1.0mg/ℓ

1.1～2.0mg/ℓ
3.1～4.0mg/ℓ
4.1～5.0mg/ℓ
5.1mg/ℓ～2.1～3.0mg/ℓ

額田部高橋（4.4mg/ℓ）上吐田（上吐田（上吐田（上吐田（4.2mg/ℓ4.2mg/ℓ4.2mg/ℓ4.2mg/ℓ）））） 大和川（初瀬川）布留川寺川飛鳥川曽我川
菩提川佐保川

土庫川 葛城川高田川
菰川秋篠川岡崎川富雄川三代川竜田川信貴川 流末（8.5mg/ℓ）流末（6.3mg/ℓ）流末（7.5mg/ℓ）

滝川葛下川 小柳橋（2.8mg/ℓ）流末（8.7mg/ℓ） 流末（7.0mg/ℓ）枯木橋（6.3mg/ℓ）流末（6.9mg/ℓ）里合橋（5.0mg/ℓ） 保田橋（3.9mg/ℓ） 吐田橋（4.4mg/ℓ）弋鳥橋（7.2mg/ℓ）流末（7.9mg/ℓ）竜田大橋（4.0mg/ℓ）栄橋（23mg/ℓ）香滝橋（3.6mg/ℓ）だるま橋（4.2mg/ℓ）畠下橋（4.4mg/ℓ） 御幸大橋（御幸大橋（御幸大橋（御幸大橋（3.1mg/ℓ3.1mg/ℓ3.1mg/ℓ3.1mg/ℓ））））藤井藤井藤井藤井（（（（3.2mg/ℓ3.2mg/ℓ3.2mg/ℓ3.2mg/ℓ）））） 観音橋（7.2mg/ℓ） みどり橋（1.6mg/ℓ）初瀬取入口（2.2mg/ℓ）
三条高橋（0.8mg/ℓ）

立石橋（1.9mg/ℓ）甘樫橋（1.9mg/ℓ）曽我川橋（2.０mg/ℓ）
昭和大橋（3.0mg/ℓ）芝（3.6mg/ℓ）

細井戸橋（5.9mg/ℓ）
菰川橋南詰（6.0mg/ℓ）

還元橋（2.3mg/ℓ）興仁橋（4.1mg/ℓ）今里橋（4.4mg/ℓ）神道橋（1.6mg/ℓ）西新堂橋（4.6mg/ℓ）大字藤森（2.2mg/ℓ）
大和川水質マップ（H２１ ＢＯＤ７５％値）

下流大阪府 太子橋太子橋太子橋太子橋（（（（4.5mg/ℓ4.5mg/ℓ4.5mg/ℓ4.5mg/ℓ））））富本橋（4.2mg/ℓ）東橋（2.７mg/ℓ）いわれ橋（4.0mg/ℓ）桜橋（1.9mg/ℓ）青垣園北詰（8.5mg/ℓ）東室北詰（1.8mg/ℓ）
高樋橋（3.7mg/ℓ）大和田橋（2.0mg/ℓ）小泉南詰（5.2mg/ℓ）熊白梼橋（4.4mg/ℓ）新椿井橋（3.5mg/ℓ）

大谷（2.9mg/ℓ）
地蔵院川流末（8.0mg/ℓ）

下流大阪府
大和川水質マップ（H２６ ＢＯＤ７５％値）

いわれ橋（1.8mg/ℓ）曽我川橋（2.6mg/ℓ） 立石橋（1.3mg/ℓ）興仁橋（3.1mg/ℓ） 額田部高橋（3.5mg/ℓ）上吐田（上吐田（上吐田（上吐田（3.3mg/ℓ3.3mg/ℓ3.3mg/ℓ3.3mg/ℓ）））） 大和川（初瀬川）布留川寺川飛鳥川曽我川
菩提川佐保川

土庫川葛城川高田川
菰川秋篠川岡崎川富雄川三代川竜田川信貴川 流末（2.5mg/ℓ）流末（4.6mg/ℓ）流末（5.0mg/ℓ）

滝川葛下川 小柳橋（2.1mg/ℓ）流末（6.8mg/ℓ） 流末（1.7mg/ℓ）枯木橋（5.2mg/ℓ）流末（5.6mg/ℓ）里合橋（4.1mg/ℓ） 保田橋（３．０mg/ℓ） 吐田橋（3.3mg/ℓ）太子橋太子橋太子橋太子橋（（（（3.4mg/ℓ3.4mg/ℓ3.4mg/ℓ3.4mg/ℓ））））弋鳥橋（5.7mg/ℓ）流末（8.4mg/ℓ）竜田大橋（3.7mg/ℓ）栄橋（3.1mg/ℓ）香滝橋（4.6mg/ℓ）だるま橋（3.９mg/ℓ）畠下橋（4.2mg/ℓ） 御幸大橋（御幸大橋（御幸大橋（御幸大橋（3.0mg/ℓ3.0mg/ℓ3.0mg/ℓ3.0mg/ℓ））））藤井藤井藤井藤井（（（（2.9mg/ℓ2.9mg/ℓ2.9mg/ℓ2.9mg/ℓ）））） 観音橋（4.5mg/ℓ） みどり橋（1.2mg/ℓ）初瀬取入口（1.7mg/ℓ）
三条高橋（1.0mg/ℓ）芝（2.5mg/ℓ）熊白梼橋（3.8mg/ℓ） 菰川橋南詰（4.6mg/ℓ）

還元橋（1.6mg/ℓ）今里橋（2.0mg/ℓ）神道橋（1.2mg/ℓ）西新堂橋（3.2mg/ℓ）大字藤森（1.３mg/ℓ）青垣園北詰（7.9mg/ℓ）東室北詰（1.4mg/ℓ）
高樋橋（1.6mg/ℓ）大和田橋（2.0mg/ℓ）小泉南詰（3.9mg/ℓ）新椿井橋（2.5mg/ℓ）

大谷（2.0mg/ℓ） 富本橋（２．７mg/ℓ）東橋（2.1mg/ℓ）桜橋（1.４mg/ℓ）
流末（3.9mg/ℓ） 地蔵院川

※青字青字青字青字：大和川主流観測基準

９

○○○○多多多多様な様な様な様な主主主主体による体による体による体による広広広広域ネ域ネ域ネ域ネットワットワットワットワーーーーククククのののの促促促促進進進進・・・・協議協議協議協議会や地域会や地域会や地域会や地域団団団団体等による体等による体等による体等による連携連携連携連携・・・・促促促促進進進進・環境イ・環境イ・環境イ・環境イベントベントベントベント等の実施（大等の実施（大等の実施（大等の実施（大和川和川和川和川一一一一斉斉斉斉清清清清掃掃掃掃、、、、川川川川のののの学学学学校校校校（生き（生き（生き（生き物物物物のののの観観観観察察察察など）等）など）等）など）等）など）等）

「きれいに暮らす奈良県スタイル」の具現化に向けての重点的な取り組みとして、本プロジェクトを位置づけ、奈良モデル及び多様な主体の連携・協働により、以下の３つの事業を推進します。全国ワースト上位ランキングにある大和川の水質を全国ワースト上位ランキングにある大和川の水質を全国ワースト上位ランキングにある大和川の水質を全国ワースト上位ランキングにある大和川の水質を““““地域の環境を映す鏡地域の環境を映す鏡地域の環境を映す鏡地域の環境を映す鏡””””と捉えと捉えと捉えと捉え、、、、流域の多様な主体流域の多様な主体流域の多様な主体流域の多様な主体による広域的なネットワークによりによる広域的なネットワークによりによる広域的なネットワークによりによる広域的なネットワークにより､､､､水質の改善に一層重点的に取り組むとともに水質の改善に一層重点的に取り組むとともに水質の改善に一層重点的に取り組むとともに水質の改善に一層重点的に取り組むとともに、、、、きれいな水辺空間づくりきれいな水辺空間づくりきれいな水辺空間づくりきれいな水辺空間づくりを目指しますを目指しますを目指しますを目指します。。。。

川の学校（例：初瀬川）



Ⅳ 重点プロジェクト

１０

２．「奈良らしい景観づくり」推進
（１）なら四季彩の庭づくり○奈良県○奈良県○奈良県○奈良県植栽植栽植栽植栽計画計画計画計画の推進の推進の推進の推進・・・・小庭小庭小庭小庭（エ（エ（エ（エリアリアリアリア）整）整）整）整備備備備計画計画計画計画の推進（実施の推進（実施の推進（実施の推進（実施計画計画計画計画・施・施・施・施工工工工・・・・管管管管理）理）理）理）・がんばる市町村や・がんばる市町村や・がんばる市町村や・がんばる市町村や団団団団体等の体等の体等の体等の支援支援支援支援・・・・連携連携連携連携によるによるによるによる事事事事業推進業推進業推進業推進・・・・普普普普及啓及啓及啓及啓発発発発・・・・新新新新たなたなたなたな小庭小庭小庭小庭（エ（エ（エ（エリアリアリアリア）の）の）の）の選選選選定、定、定、定、事事事事業化業化業化業化促促促促進進進進・・・・事事事事業成果の「見える化（業成果の「見える化（業成果の「見える化（業成果の「見える化（ビビビビフフフフォォォォー・ー・ー・ー・アアアアフター）」によるフター）」によるフター）」によるフター）」による情情情情報報報報発発発発信信信信・・・・シンシンシンシンボボボボルルルルママママーーーークプクプクプクプレレレレーーーートトトトの設置、の設置、の設置、の設置、情情情情報報報報誌誌誌誌の発の発の発の発行行行行などなどなどなど 奈良県植栽計画『一つの庭』のイメージ【【【【小庭（エリア）の整備例小庭（エリア）の整備例小庭（エリア）の整備例小庭（エリア）の整備例】】】】

【整備前 H24年6月】 【整備後 H26年4月】チューリップ等によるパノラマ景観の創出成果・行動指標 現況値H26 目標値H32小庭（エリア）の整備着手数 36エリア 51エリア（２）都市・沿道景観の形成○○○○広広広広域域域域幹幹幹幹線道線道線道線道路路路路におけるにおけるにおけるにおける屋屋屋屋外広告物外広告物外広告物外広告物のののの適正適正適正適正化の化の化の化の促促促促進（「奈良進（「奈良進（「奈良進（「奈良モデモデモデモデル」による推進）ル」による推進）ル」による推進）ル」による推進）○○○○沿道沿道沿道沿道環境の向上環境の向上環境の向上環境の向上・地域住・地域住・地域住・地域住民民民民等と等と等と等と連携連携連携連携・・・・協協協協働する働する働する働する花花花花によるによるによるによる彩彩彩彩りりりりづづづづくり（フラくり（フラくり（フラくり（フラワワワワーーーーポポポポットットットット、、、、花花花花壇壇壇壇等）等）等）等）・地域住・地域住・地域住・地域住民民民民、、、、ボボボボラララランティア団ンティア団ンティア団ンティア団体等との体等との体等との体等との連携連携連携連携・・・・支援支援支援支援によるによるによるによる草刈草刈草刈草刈り、り、り、り、清清清清掃掃掃掃活活活活動動動動等の等の等の等の促促促促進進進進・・・・沿道沿道沿道沿道のののの無無無無電電電電柱柱柱柱化の化の化の化の促促促促進（進（進（進（歴史歴史歴史歴史的的的的景観景観景観景観保保保保存存存存地地地地区区区区、市、市、市、市街街街街地等地等地等地等幹幹幹幹線道線道線道線道路路路路））））成果・行動指標 現況値H26 目標値H32世界遺産登録地域の歴史的景観保存地区内の無電柱化延長 4.4 km 4.8 km市街地等幹線道路の無電柱化率 ８% 12%（H31） 花壇整備（県実施）（例：県道奈良加茂線（一条通り））
地域住民等との連携・協働（例：国道369号（大宮通り））

・地域住・地域住・地域住・地域住民民民民等との等との等との等との連携連携連携連携・・・・協協協協働による持続可能な維持働による持続可能な維持働による持続可能な維持働による持続可能な維持管管管管理の理の理の理の促促促促進進進進
本県の強みである歴史的景観などの魅力を一層高めるとともに本県の強みである歴史的景観などの魅力を一層高めるとともに本県の強みである歴史的景観などの魅力を一層高めるとともに本県の強みである歴史的景観などの魅力を一層高めるとともに、、、、良好な都市景観を創出するため良好な都市景観を創出するため良好な都市景観を創出するため良好な都市景観を創出するため、、、、県県県県内各地の特徴ある景観を有する一定の地域を内各地の特徴ある景観を有する一定の地域を内各地の特徴ある景観を有する一定の地域を内各地の特徴ある景観を有する一定の地域を「「「「小庭小庭小庭小庭（（（（エリアエリアエリアエリア）」）」）」）」としてとしてとしてとして、、、、県全体が調和のとれた県全体が調和のとれた県全体が調和のとれた県全体が調和のとれた「「「「一つの庭一つの庭一つの庭一つの庭」」」」となるような植栽景観づくりを促進するとともにとなるような植栽景観づくりを促進するとともにとなるような植栽景観づくりを促進するとともにとなるような植栽景観づくりを促進するとともに、、、、奈良らしい魅力動線を創出するための都市奈良らしい魅力動線を創出するための都市奈良らしい魅力動線を創出するための都市奈良らしい魅力動線を創出するための都市・・・・沿道景観の沿道景観の沿道景観の沿道景観の形成を目指します形成を目指します形成を目指します形成を目指します。。。。

地域住民等との連携・協働（例：秋篠川）馬馬馬馬見丘陵公園見丘陵公園見丘陵公園見丘陵公園
【沿道における彩りづくりの例】



Ⅳ 重点プロジェクト３．「奈良モデルによるごみ減量化」推進
（１）ごみ共同処理の促進○エネルギー○エネルギー○エネルギー○エネルギー回収回収回収回収等の等の等の等の効効効効率率率率化、市町村化、市町村化、市町村化、市町村行行行行財政運営の財政運営の財政運営の財政運営の効効効効率率率率化の化の化の化の促促促促進進進進○○○○焼焼焼焼却却却却（エネルギー（エネルギー（エネルギー（エネルギー回収回収回収回収）等の）等の）等の）等の共共共共同同同同処処処処理に合理に合理に合理に合わせわせわせわせたごみ減量化のたごみ減量化のたごみ減量化のたごみ減量化の促促促促進進進進（２）リデュース（排出抑制）、リユース（再利用）、リサイクル（再生利用）の促進
（３）災害廃棄物処理対策の推進○県災○県災○県災○県災害害害害廃棄廃棄廃棄廃棄物処物処物処物処理理理理計画計画計画計画（（（（HHHH27272727策定）に基策定）に基策定）に基策定）に基づづづづく県・市町村合同く県・市町村合同く県・市町村合同く県・市町村合同訓練訓練訓練訓練の実施の実施の実施の実施○○○○関係関係関係関係機機機機関関関関・・・・団団団団体等との体等との体等との体等との連携連携連携連携方策の方策の方策の方策の共共共共有有有有（４）不法投棄等対策の強化○市町村との○市町村との○市町村との○市町村との連携連携連携連携によるによるによるによる不不不不法法法法投棄防止投棄防止投棄防止投棄防止対策の推進対策の推進対策の推進対策の推進○使用○使用○使用○使用済済済済家家家家電等の電等の電等の電等の回収回収回収回収事事事事業業業業者へ者へ者へ者への立の立の立の立入入入入調査調査調査調査・・・・指指指指導導導導等の等の等の等の強強強強化化化化成果・行動指標 現況値H25 目標値H29一人１日あたりのごみ排出量 918 g／人・日 870 g／人・日リサイクル率（一般廃棄物） 13.1% 25.0%※この目標値は、平成29年度に策定する県廃棄物処理計画により見直す予定です。
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「「「「きれいに暮らす奈良県スタイルきれいに暮らす奈良県スタイルきれいに暮らす奈良県スタイルきれいに暮らす奈良県スタイル」」」」構築のベースとして構築のベースとして構築のベースとして構築のベースとして、、、、資源やエネルギーを大切にする資源やエネルギーを大切にする資源やエネルギーを大切にする資源やエネルギーを大切にする「「「「環境に配慮した環境に配慮した環境に配慮した環境に配慮したライフスタイルライフスタイルライフスタイルライフスタイル」」」」を促進するためを促進するためを促進するためを促進するため、、、、奈良発の新しい地方自治の仕組みである奈良モデル奈良発の新しい地方自治の仕組みである奈良モデル奈良発の新しい地方自治の仕組みである奈良モデル奈良発の新しい地方自治の仕組みである奈良モデル（（（（県県県県・・・・市町村または市町村または市町村または市町村または市町村間の連携市町村間の連携市町村間の連携市町村間の連携・・・・協働による事業推進協働による事業推進協働による事業推進協働による事業推進））））によるによるによるによる「「「「ごみ処理の広域化ごみ処理の広域化ごみ処理の広域化ごみ処理の広域化」」」」の取り組みを継続の取り組みを継続の取り組みを継続の取り組みを継続・・・・発展させながら発展させながら発展させながら発展させながら、、、、ささささらなるらなるらなるらなる「「「「ごみ減量化ごみ減量化ごみ減量化ごみ減量化」」」」に向けてに向けてに向けてに向けて、、、、本県の地域特性に適した３Ｒ本県の地域特性に適した３Ｒ本県の地域特性に適した３Ｒ本県の地域特性に適した３Ｒ（（（（リデュースリデュースリデュースリデュース・・・・リユースリユースリユースリユース・・・・リサイクルリサイクルリサイクルリサイクル））））等を促進し等を促進し等を促進し等を促進しますますますます。。。。
（例）広域回収システム（小型家電、食用油等）（小型家電、食用油等）（小型家電、食用油等）（小型家電、食用油等）～市町村を跨いだ広域回収～～市町村を跨いだ広域回収～～市町村を跨いだ広域回収～～市町村を跨いだ広域回収～○市町村○市町村○市町村○市町村広広広広域域域域連携連携連携連携のののの促促促促進（進（進（進（小小小小型型型型家家家家電、電、電、電、食食食食用用用用油油油油ののののリサリサリサリサイイイイククククル等）ル等）ル等）ル等）○○○○企企企企業等との業等との業等との業等との協協協協定定定定締締締締結結結結のののの促促促促進（進（進（進（レレレレジジジジ袋袋袋袋削削削削減、減、減、減、小小小小型型型型家家家家電電電電回収回収回収回収等）等）等）等）○市○市○市○市民参民参民参民参加による地域加による地域加による地域加による地域特性特性特性特性を活かした３を活かした３を活かした３を活かした３ＲＲＲＲの推進の推進の推進の推進○イ○イ○イ○イベントベントベントベント等による等による等による等による効効効効果的な果的な果的な果的な情情情情報報報報発発発発信信信信

「不法投棄ゼロ作戦」啓発ポスター（平成27年度）



Ⅴ 施策・事業の展開1.景観の保全と創造（１）現況・目標値（指標設定による評価）指標設定の趣旨 指標項目 現況値Ｈ26 目標値Ｈ32 小施策歴史文化交流拠点としての奈良県の魅力度を評価する指標として活用 小庭（エリア）の整備着手数 36エリア 51エリア 「なら四季彩の庭」づくり観光入込客数 3,811万人 4,200万人（H31) 歴史的景観の保全と活用歴史的景観保存地区内の無電柱化延長 4.4 km 4.8 km里山の景観を守る取り組みを評価する指標として活用 里山における森林整備の実施箇所数 196箇所 320箇所 田園・里山景観の形成と活用都市景観の向上を評価する指標として活用 都市計画区域内人口１人あたりの都市公園面積 12.6 m2／人（H25） 13.6 m2／人 都市景観の創造市街地等幹線道路の無電柱化率 ８% 12%（H31）景観づくりのルールを締結する地区等の数 155地区 179地区馬見丘陵公園花サポーター（花緑ボランティア）登録者数 35人／年 100人／年自然景観を守る取り組みを評価する指標として活用 県土に占める自然公園面積の割合 17.2% 17.2% 自然景観の保全と再生（２）小施策・事業体系 <1>奈良県植栽計画の推進（小庭（エリア）整備計画の推進、普及啓発（植栽ジャーナルの発行、シンボルマークプレートの活用）など）<1>歴史的景観の保全と活用（奈良公園・周辺の魅力向上・環境改善、県景観資産の登録・PR、歴史的風土保存の土地買入・管理、無電柱化推進、「巡る奈良」滞在周遊型観光の推進など）<1>田園・里山景観の形成（耕作放棄地の再生・活用、地域で育む里山づくり、獣害に強い里山づくりなど）<2>田園・里山景観の活用（「歩く・なら」観光の推進、棚田の保全・利活用、景観と食材を生かした地域づくりなど）<1>都市・沿道景観の形成（幹線道路の屋外広告物対策、花緑による魅力動線づくり、景観住民協定の促進など）<2>憩いのある緑の空間の創造（都市公園の整備、公共施設等活用の花いっぱい運動など）<3>緑を育てる仕組みづくり（屋上緑化の促進、地域や各住戸での緑化の促進など）<4>市街地内農地の活用（生産緑地の保全、市民農園の活性化など）<5>住民による景観美化運動の展開（県民参加型クリーンアップ運動、地域住民等による道路・河川等の植栽や管理など）
<3>機能区分に応じた適切な森林の整備・保全(施業放置林・環境保全林の整備促進など)<1>自然環境の保全（自然公園の保全、名勝や県自然環境保全地域の保全など）<2>自然環境の再生(春日山原始林､大台ヶ原､吉野山桜樹林等の保護・再生､ナラ枯れ対策など)⑤ 自然景観の保全と再生

④ 都市景観の創造
③ 田園・里山景観の形成と活用② 歴史的景観の保全と活用① 「なら四季彩の庭」づくり
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Ⅴ 施策・事業の展開２．清流の保全と復活（１）現況・目標値（指標設定による評価）指標設定の趣旨 指標項目 現況値Ｈ26 目標値Ｈ32 小施策清らかで安全な水環境を評価する指標として活用 水系毎の環境基準達成率（達成箇所数／測定箇所数） 大和川水系 85.7%（18／21） 100% 水質の維持・改善淀川水系 85.7%（24／28） 100%紀の川水系 80.0%（4／5） 100%新宮川水系 100%（10／10） 100%生活排水対策の進捗を評価する指標として活用 汚水処理人口普及率 87.5% 92.0%下水汚泥エネルギー化率 21% 38%（H31）水源の保水能力を評価する指標として活用 水源かん養保安林の面積 63,243 ha 67,334 ha 水量の確保と保水力の維持・向上（２）小施策・事業体系 <1>生活排水対策の推進（公共下水道整備・接続促進、合併浄化槽の整備・適正な維持管理の促進、下水処理施設の汚泥の減量化とエネルギー活用、環境イベント等の実施など）

<1>川辺のまちづくり（地域住民等と連携した河川空間を軸としたまちづくりの促進）<3>自然に配慮した河川整備（瀬や淵など自然な流れを基本とした河川整備など）③ やすらぎの水辺空間の整備
② 水量の確保と保水力の維持・向上

① 水質の維持・改善 <2>大和川の水質改善（公共下水道・合併浄化槽の整備促進、多様な主体による広域ネットワークの促進など）<3>清流吉野川の保全（市町村等と連携した啓発イベントや環境教育の実施など）<4>流域・地域と連携した水質保全対策の推進（国・市町村等と連携した水質監視、河川パトロールによる異常水質等への対応、地域住民等と連携した河川清掃など）<5>工場・事業場等の排水対策の推進（工場・事業場等の立入検査、農薬・化学肥料の適正使用の普及啓発、家畜排泄物の適正管理の促進など）<1>森林の保水機能の維持・回復（施業放置林・環境保全林の整備促進など）<2>都市・農村における保水力の向上（ため池の多面的機能の活用、農地の保水機能の保全、雨水貯留浸透施設の整備、透水性舗装の推進など）<4>瀬切れ対策の推進（吉野川の瀬切れの監視・対策）<5>ダムの弾力的運用（吉野川の水量確保対策）<2>守水による里川づくり（地域住民等との協働による河川空間の植栽、清掃等の促進）
<3>環境用水の導入検討・促進（農業用水等の利活用など）

１３

<4>多様な生物が見られる水辺づくり（水辺や護岸の緑化等による多自然型の河川環境づくりなど）



Ⅴ 施策・事業の展開３．低炭素社会の実現（１）現況・目標値（指標設定による評価）

（２）小施策・事業体系 <1>省エネ・節電等の推進（「奈良の節電スタイル」の推進、奈良県地球温暖化防止活動推進センターや奈良県環境県民フォーラムによる啓発活動、省エネ・節電対策への支援、環境にやさしい買物キャンペーンなど）① 温室効果ガスの排出削減 <2>再生可能エネルギーの活用（木質バイオマスエネルギー等再生可能エネルギーの導入促進、家庭・事業所等の自立分散型エネルギーの導入促進、小水力発電の導入支援、熱エネルギーの利活用推進、公共施設等におけるエネルギー確保体制の整備促進など）<3>フロン対策等の推進（フロン類の適正な管理・回収・破壊の促進など）<4>自動車等の移動発生源対策（エコカーの導入促進、電気自動車等の導入促進、移動ニーズに対応する公共交通の維持確保及び利用促進、広域自転車道整備等による自転車利用促進、交通円滑化対策など）② 二酸化炭素吸収源の整備 <1>健全な森林の整備（施業放置林・環境保全林の整備促進、県産材の利用促進、森林環境教育の指導者養成など）<2>保安林等の適正な管理と保全（保安林制度の適切な運用、施業放置林・環境保全林の整備促進など）<3>県産材需要の拡大（「奈良県地域材認証制度」による県産材の需要拡大、一般住宅での県産材の利用促進など）③ 顕在化する地球温暖化への適応 <1>温暖化の影響と考えられる県内事象の調査研究（土砂災害、農作物被害、熱中症、感染症などの情報収集・研究）<2>各分野における適応策の検討促進（県内事象の調査研究を踏まえた適応策の検討など）
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指標設定の趣旨 指標項目 現況値Ｈ26 目標値Ｈ32 小施策温室効果ガスの削減対策の進捗を評価する指標として活用 温室効果ガス排出削減率（現況値の基準年：H17）（目標値の基準年：H25） 6.9%増（H25） 30.9%減（H42） 温室効果ガスの排出削減森林環境教育指導者養成研修受講者数 2,895人 4,500人ストップ温暖化推進員の委嘱者数 177人 250人省エネ・節電の取り組みの進捗を評価する指標として活用 年間電力使用量低減率（基準年：H26） ― 3.5%（H30）再生可能エネルギー導入の進捗を評価する指標として活用 再生可能エネルギー導入量 240,954 kW 385,526 kW（H30）木質バイオマスエネルギー利用量 18,729 t 40,000 t二酸化炭素吸収源となる森林整備の進捗を評価する指標として活用 施業放置林における強度間伐の面積 7,510 ha 12,000 ha 二酸化炭素吸収源の整備県民等の募金による植樹の本数 8,197本 8,900本



Ⅴ 施策・事業の展開４．循環型社会の構築（１）現況・目標値（指標設定による評価）指標設定の趣旨 指標項目 現況値Ｈ25 目標値Ｈ29 小施策ごみの減量化を評価する指標として活用 ごみの排出量 一人１日あたりのごみの排出量（一廃） 918 g／人・日 870 g／人・日 廃棄物の排出抑制の促進産業廃棄物排出量 1,539千t（H22) 1,560千tリサイクル率 一般廃棄物 13.1% 25.0% 廃棄物の循環的利用の促進産業廃棄物 48.3%（H22) 48.0%※この目標値は、平成29年度に策定する県廃棄物処理計画により見直す予定です。<1>「ごみゼロ生活」の推進（環境にやさしい買物キャンペーン、イベント等による普及啓発など）① 廃棄物の排出抑制の促進（２）小施策・事業体系 <2>技術・研究開発の促進（排出事業者の研究開発・設備導入支援、環境カウンセラー派遣など）<3>事業者の自主的取り組みの促進（多量排出事業者のごみ減量化促進など）<4>ごみの排出抑制のための経済的手法の導入促進（ごみ処理有料化の促進など）<1>リユース・リサイクルの促進（個別リサイクル法の促進、ごみ処理施設のエネルギー回収など）② 廃棄物の循環的利用の促進 <2>廃棄物系ﾊﾞｲｵﾏｽの有効利用の促進（生ごみ､下水汚泥､食品残渣､廃材等のリサイクルなど）<3>廃棄物利用の再生製品化・流通促進（奈良県リサイクル認定製品の普及拡大など）<4>技術・研究開発の促進（排出事業者の研究開発・設備導入支援、環境カウンセラー派遣など）<1>排出事業者責任の徹底（建物解体工事等の適正実施の確保対策など）③ 廃棄物の適正処理の推進 <2>優良処理業者の育成（優良処理業者認定制度普及、育成研修、電子ﾏﾆﾌｪｽﾄ導入促進など）<3>産業廃棄物処理施設周辺の環境保全（水質・臭気等検査、監視パトロールの実施など）<4>有害廃棄物の適正処理の推進（アスベストやＰＣＢ等廃棄物の適正処理の促進など）<5>ごみ処理施設の安定的確保（大阪湾フェニックス計画の推進、ごみの共同処理の促進など）<6>し尿等の処理対策の推進（し尿・汚水処理施設の整備促進など）<1>県民総監視ネットワークの推進（団体等による不法投棄見張り番、地域環境保全推進員など）④ 廃棄物の不法投棄・不適正処理の撲滅 <2>悪質事案対策の強化（悪質事案に対する特別監視・指導の強化など）<3>使用済家電等の不適正処理対策の推進（市町村等との連携による使用済家電等回収業者への立入調査・指導の実施など）<4>県民参加型の環境美化活動の促進（住民参加による道路・河川等の植栽・清掃等促進など）<5>不法投棄等の撲滅に向けた啓発の推進（「不法投棄ゼロ作戦」等による啓発活動の促進など）<1>災害廃棄物処理の相互支援体制の整備（県・市町村等の情報共有、体制整備・更新など）⑤ 災害廃棄物処理対策の推進 <2>県災害廃棄物処理計画に基づく教育・訓練（市町村・関係機関等と連携する教育・訓練など）<3>市町村の災害廃棄物処理計画の策定促進（計画を策定する市町村への技術的支援など）<1>一般廃棄物処理の広域化（ごみ処理広域化を推進する市町村への支援など）⑥ 県・市町村の連携・協働（奈良モデル）による施策推進 <2>災害廃棄物処理対策の推進（市町村・関係機関等と連携する教育・訓練など）<3>廃棄物の減量化・再生利用の推進（広域連携による効果・効率化の検討・促進など）<4>不法投棄・使用済家電等対策の強化（県・市町村連携による指導・監視など）
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Ⅴ 施策・事業の展開５．安全な生活環境の確保（１）現況・目標値（指標設定による評価）指標設定の趣旨 指標項目 現況値Ｈ26 目標値H32 小施策
きれいな大気が保たれているかを評価する指標として活用 大気環境基準達成率

二酸化硫黄（SO2） 100%（11／11） 100%
大気環境の保全対策二酸化窒素（NO2） 100%（14／14） 100%一酸化炭素（CO） 100%（ 5／5） 100%浮遊粒子状物質（SPM） 100%（14／14） 100%光化学オキシダント（Ox） 0%（ 0／ 8） 測定数値に対する迅速な対応、情報提供を行う※2微小粒子状物質（PM2.5） 33%（ 1／3 ）生活環境の保全対策の状況を評価する指標として活用 ダイオキシン類の環境基準達成率 100%（ 7／7） 100% 生活環境の保全対策高濃度ＰＣＢ廃棄物の適正処理実施率 76.7%登録台数2,167台処理台数1,662台 100%公害苦情件数（騒音、振動、悪臭等） 147件 件数の減※1：（ ）は、環境基準達成箇所数／測定箇所数※2：数値目標の設定になじまないため、数値への対応を記載（ただし、実績値は評価する）<1>大気汚染物質対策（大気汚染物質の常時監視、工場・事業場等の指導等など）① 大気環境の保全対策（２）小施策・事業体系 <2>光化学ｵｷｼﾀﾞﾝﾄ及び微小粒子状物質（ＰＭ2.5）対策（常時監視、注意報等の迅速な対応など）<3>酸性雨対策（酸性雨モニタリング調査、工場・事業場等の指導等など）<1>化学物質対策（ダイオキシン類や環境ホルモンのモニタリング調査、アスベストやＰＣＢ等廃棄物の適正処理の促進、土壌汚染対策の推進など）② 生活環境の保全対策 <2>騒音・振動・悪臭対策（自動車騒音の常時監視、家畜排泄物の適正管理の指導など）<3>放射線モニタリングの実施（放射線量の常時監視など）<1>環境影響評価制度の推進（環境影響評価制度の適正な運用、環境配慮指針の普及啓発など）③ 環境保全の基盤的スキームの推進 <2>環境に関する調査研究の推進（公設試験研究機関における調査研究など）
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Ⅴ 施策・事業の展開６．生物多様性の保全（１）現況・目標値（指標設定による評価）指標設定の趣旨 指標項目 現況値Ｈ26 目標値Ｈ32 小施策希少な野生動植物の保護管理の状況を評価する指標として活用 県内の野生動植物種に占める希少野生動植物種の割合※全国平均 ： 8%（H19) 12% 12% 生物多様性の保全と再生特定希少野生動植物の指定数 12種 20種生物多様性保全の取り組みを評価する指標として活用 環境にやさしい農業シンボルマーク認証団体数 42団体 60団体 生態系サービスの持続可能な利用エコファーマー認証者数 866人 1,000人「なら生物多様性ネットワーク」参画団体数 79団体 90団体<1>重要地域の保全（自然公園法･県希少野生動植物保護条例等による規制･指導､普及啓発など）① 生物多様性の保全と再生（２）小施策・事業体系 <2>野生動植物の保護と管理（新たな特定希少野生動植物の指定、天然記念物の保護、外来種防除の普及啓発、鳥獣保護区の指定など）<3>地域特性に応じた生物多様性の保全（春日山原始林、大台ヶ原、大峰山系などの森林生態系の保全・再生、施業放置林・環境保全林の整備促進、ナラ枯れ対策、耕作放棄地の再生・活用、獣害に強い里山づくり、環境に配慮した川づくりなど）<4>水循環の再生（農地の保水機能の保全、ため池の多面的機能の活用、雨水貯留浸透施設の整備、透水性舗装の推進、環境用水の導入検討・促進など）<5>地球温暖化への対応（「奈良の節電スタイル」の推進、木質バイオマスエネルギー等再生可能エネルギーの導入促進など）<1>農林水産業における取り組み（環境保全型農業の推進、県産材の利用促進など）② 生態系サービスの持続可能な利用 <2>公共事業・地域開発・企業活動における生物多様性への配慮（環境影響評価制度の推進、公共事業における環境配慮、木質バイオマスエネルギー等再生可能エネルギーの導入促進、公共施設等におけるエネルギー確保体制の整備促進など）<1>希少野生動植物等の調査・保全活動を通した地域の活性化（自然観察会や山野草の展示会の開催など）③ 生物多様性を活用した地域の活性化 <2>生物多様性を活用した見所づくり（地域の食材や景観資源等を活かした新たな魅力づくり）<3>エコ・グリーンツーリズムの推進（農家民宿等の促進、体験交流型イベント実施など）<1>県民意識の醸成（イベント等での情報発信、各種メディアによる普及啓発など）④ 生物多様性を支える基盤づくり <2>生物多様性の恵みにふれる機会の拡大（森林や川辺を利用した環境学習・体験の実施等）<3>多様な主体による連携・協働の促進（「なら生物多様性保全ネットワーク」の活動促進など）<4>生物多様性を支える拠点的機能の形成（調査研究、技術開発、教育普及等のセンター機能創設に向けた検討）
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Ⅴ 施策・事業の展開７．人づくり・地域づくりの推進（１）現況・目標値（指標設定による評価）指標設定の趣旨 指標項目 現況値Ｈ26 目標値Ｈ32 小施策人材育成の取り組みを評価する指標として活用 森林環境教育指導者養成研修受講者数 2,895人 4,500人 環境を学ぶ機会づくり森林環境教育を実施している公立小学校の割合 100% 100%馬見丘陵公園花サポーター（花緑ボランティア）登録者数 35人／年 100人／年ストップ温暖化推進員の委嘱者数 177人 250人歴史文化交流拠点としての奈良県の魅力度を評価する指標として活用 観光入込客数 3,811万人 4,200万人（H31) 環境への取組を通じた「地域づくり」の推進県民・事業者・行政の積極的な取組と連携・協働を評価する指標として活用 景観づくり活動を実施している景観サポーター数 36人 50人環境の保全を図る活動に取り組むＮＰＯ法人数 177団体 200団体環境をテーマにしたビジネスモデル認定件数 70件 82件温暖化防止実行計画を策定した市町村の割合 51% 100%（２）小施策・事業体系 <1>環境教育・学習の推進（環境教育・学習のプログラム開発、森林環境教育指導者など人材の育成と活用、花と緑に親しむ講習会など機会の提供など）① 環境を学ぶ機会づくり <2>啓発イベントの実施（森林や川辺を利用した環境学習・体験の実施、市町村等と連携した啓発イベントや環境教育の実施、奈良県地球温暖化防止活動推進センターや奈良県環境県民フォーラムによる啓発活動、「不法投棄ゼロ作戦」 等による啓発活動の促進など）<1>「きれいに暮らす奈良県スタイル」実践団体ネットワークの形成（推進組織の設立・運営、参加団体間の連携・交流、行動計画・数値目標の共有・推進、優良実践者の表彰など）② 環境への取り組みを通した「地域づくり」の推進 <2>景観・環境の魅力化による新たな観光の創出（ 「歩く・なら」観光の推進、棚田の保全・利活用、景観と食材を生かした地域づくり、農家民宿等の促進、体験交流型イベント実施など）<3>優れた歴史文化遺産を活用した景観・環境づくりの推進（奈良公園・周辺の魅力向上・環境改善、景観資産の登録・PR、歴史的風土保存の土地買入・管理、無電柱化推進、「巡る奈良」滞在周遊型観光の推進など）<4>自然とのふれあいを通した地域の活性化（地域で育む里山づくり、林内歩道等整備、森林環境教育指導者の養成、農家民宿等の促進、体験交流型イベント実施など）<5>関係団体等の自主的・主体的な活動の促進（奈良県地球温暖化防止活動推進センターや奈良県環境県民フォーラムによる啓発活動、環境ビジネスに対する支援、県・市町村の率先行動の推進、県民参加型クリーンアップ運動、地域住民等による道路・河川等の植栽や管理、サポーター・ボランティアとの協働、「なら生物多様性保全ネットワーク」の活動促進など）
１８



Ⅵ 計画の進行管理

計画の推進にあたっては、社会情勢の変化や施策・事業の成果を定期的に把握・評価し、適切な見計画の推進にあたっては、社会情勢の変化や施策・事業の成果を定期的に把握・評価し、適切な見計画の推進にあたっては、社会情勢の変化や施策・事業の成果を定期的に把握・評価し、適切な見計画の推進にあたっては、社会情勢の変化や施策・事業の成果を定期的に把握・評価し、適切な見直しを継続的に行っていくことが重要です。そのため、計画の進行管理は、環境マネジメントシステムの直しを継続的に行っていくことが重要です。そのため、計画の進行管理は、環境マネジメントシステムの直しを継続的に行っていくことが重要です。そのため、計画の進行管理は、環境マネジメントシステムの直しを継続的に行っていくことが重要です。そのため、計画の進行管理は、環境マネジメントシステムの考え方（考え方（考え方（考え方（PDCAPDCAPDCAPDCAサイクル）に基づき、計画の策定（サイクル）に基づき、計画の策定（サイクル）に基づき、計画の策定（サイクル）に基づき、計画の策定（PlanPlanPlanPlan）、事業の実施・運用（）、事業の実施・運用（）、事業の実施・運用（）、事業の実施・運用（DoDoDoDo）、実施状況等の点検及）、実施状況等の点検及）、実施状況等の点検及）、実施状況等の点検及び評価（び評価（び評価（び評価（CheckCheckCheckCheck）、事業内容の見直し（）、事業内容の見直し（）、事業内容の見直し（）、事業内容の見直し（ActActActAct）の一連のサイクルにより実施します。）の一連のサイクルにより実施します。）の一連のサイクルにより実施します。）の一連のサイクルにより実施します。計画の進捗状況等は、市町村、関係機関・団体等との情報共有を図り、奈良県環境審議会をはじめ計画の進捗状況等は、市町村、関係機関・団体等との情報共有を図り、奈良県環境審議会をはじめ計画の進捗状況等は、市町村、関係機関・団体等との情報共有を図り、奈良県環境審議会をはじめ計画の進捗状況等は、市町村、関係機関・団体等との情報共有を図り、奈良県環境審議会をはじめ各分野における協議会など様々な機会を活用して検討・評価するとともに、広く県民への情報提供に各分野における協議会など様々な機会を活用して検討・評価するとともに、広く県民への情報提供に各分野における協議会など様々な機会を活用して検討・評価するとともに、広く県民への情報提供に各分野における協議会など様々な機会を活用して検討・評価するとともに、広く県民への情報提供に努めます。努めます。努めます。努めます。
PDCAPDCAPDCAPDCAサイクルによる進行管理サイクルによる進行管理サイクルによる進行管理サイクルによる進行管理

１９

情報発信・共有、“オール奈良”による推進情報発信・共有、“オール奈良”による推進情報発信・共有、“オール奈良”による推進情報発信・共有、“オール奈良”による推進

継続的改善継続的改善継続的改善継続的改善
Do（実施・運用）○施策・事業の実施○事業実施における環境配慮Plan（計画）○施策・事業の立案・検討○必要に応じ計画改定○新規事業の創出
Check（点検・評価）○環境状況の把握○施策・事業成果の評価○環境白書等で公表Act（見直し）○施策・事業の見直し○計画見直し等の検討
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１．施策・事業体系

２１

（（（（１１１１））））奈良県植栽計画の推進奈良県植栽計画の推進奈良県植栽計画の推進奈良県植栽計画の推進（（（（１１１１））））歴史的景観の保全と活用歴史的景観の保全と活用歴史的景観の保全と活用歴史的景観の保全と活用（（（（１１１１））））田園田園田園田園・・・・里山景観の形成里山景観の形成里山景観の形成里山景観の形成（（（（２２２２））））田園田園田園田園・・・・里山景観の活用里山景観の活用里山景観の活用里山景観の活用（（（（１１１１））））都市都市都市都市・・・・沿道景観の形成沿道景観の形成沿道景観の形成沿道景観の形成（（（（２２２２））））憩いのある緑の空間の創造憩いのある緑の空間の創造憩いのある緑の空間の創造憩いのある緑の空間の創造（（（（３３３３））））緑を育てる仕組みづくり緑を育てる仕組みづくり緑を育てる仕組みづくり緑を育てる仕組みづくり（（（（４４４４））））市街地内農地の活用市街地内農地の活用市街地内農地の活用市街地内農地の活用（（（（５５５５））））住民による景観美化運動の展開住民による景観美化運動の展開住民による景観美化運動の展開住民による景観美化運動の展開（（（（３３３３））））機能区分に応じた適切な森林の整備機能区分に応じた適切な森林の整備機能区分に応じた適切な森林の整備機能区分に応じた適切な森林の整備・・・・保全保全保全保全（（（（１１１１））））自然環境の保全自然環境の保全自然環境の保全自然環境の保全（（（（２２２２））））自然環境の再生自然環境の再生自然環境の再生自然環境の再生５５５５ 自然景観の保全と再生自然景観の保全と再生自然景観の保全と再生自然景観の保全と再生４４４４ 都市景観の創造都市景観の創造都市景観の創造都市景観の創造３３３３ 田園田園田園田園・・・・里山景観の形成と活用里山景観の形成と活用里山景観の形成と活用里山景観の形成と活用２２２２ 歴史的景観の保全と活用歴史的景観の保全と活用歴史的景観の保全と活用歴史的景観の保全と活用１１１１ 「「「「なら四季彩の庭なら四季彩の庭なら四季彩の庭なら四季彩の庭」」」」づくりづくりづくりづくり景観景観景観景観のののの保全保全保全保全とととと創造創造創造創造ⅠⅠⅠⅠ

（（（（１１１１））））省エネ省エネ省エネ省エネ・・・・節電等の推進節電等の推進節電等の推進節電等の推進（（（（２２２２））））再生可能エネルギーの活用再生可能エネルギーの活用再生可能エネルギーの活用再生可能エネルギーの活用（（（（３３３３））））フロン対策等の推進フロン対策等の推進フロン対策等の推進フロン対策等の推進（（（（４４４４））））自動車等の移動発生源対策自動車等の移動発生源対策自動車等の移動発生源対策自動車等の移動発生源対策１１１１ 温室効果ガスの排出削減温室効果ガスの排出削減温室効果ガスの排出削減温室効果ガスの排出削減
（（（（３３３３））））県産材需要の拡大県産材需要の拡大県産材需要の拡大県産材需要の拡大（（（（１１１１））））健全な森林の整備健全な森林の整備健全な森林の整備健全な森林の整備（（（（２２２２））））保安林等の適正な管理と保全保安林等の適正な管理と保全保安林等の適正な管理と保全保安林等の適正な管理と保全２２２２ 二酸化炭素吸収源の整備二酸化炭素吸収源の整備二酸化炭素吸収源の整備二酸化炭素吸収源の整備 （（（（１１１１））））温暖化の影響と考えられる県内事象の調査研究温暖化の影響と考えられる県内事象の調査研究温暖化の影響と考えられる県内事象の調査研究温暖化の影響と考えられる県内事象の調査研究（（（（２２２２））））各分野における適応策の検討促進各分野における適応策の検討促進各分野における適応策の検討促進各分野における適応策の検討促進３３３３ 顕在化する地球温暖化への適応顕在化する地球温暖化への適応顕在化する地球温暖化への適応顕在化する地球温暖化への適応

低炭素社会低炭素社会低炭素社会低炭素社会のののの実現実現実現実現ⅢⅢⅢⅢ

（（（（１１１１））））生活排水対策の推進生活排水対策の推進生活排水対策の推進生活排水対策の推進（（（（２２２２））））大和川の水質改善大和川の水質改善大和川の水質改善大和川の水質改善（（（（３３３３））））清流吉野川の保全清流吉野川の保全清流吉野川の保全清流吉野川の保全（（（（４４４４））））流域流域流域流域・・・・地域と連携した水質保全対策の推進地域と連携した水質保全対策の推進地域と連携した水質保全対策の推進地域と連携した水質保全対策の推進（（（（５５５５））））工場工場工場工場・・・・事業場等の排水対策の推進事業場等の排水対策の推進事業場等の排水対策の推進事業場等の排水対策の推進１１１１ 水質の維持水質の維持水質の維持水質の維持・・・・改善改善改善改善 （（（（１１１１））））森林の保水機能の維持森林の保水機能の維持森林の保水機能の維持森林の保水機能の維持・・・・回復回復回復回復（（（（２２２２））））都市都市都市都市・・・・農村におけると保水力の向上農村におけると保水力の向上農村におけると保水力の向上農村におけると保水力の向上（（（（３３３３））））環境用水の導入検討環境用水の導入検討環境用水の導入検討環境用水の導入検討・・・・促進促進促進促進（（（（４４４４））））瀬切れ対策の推進瀬切れ対策の推進瀬切れ対策の推進瀬切れ対策の推進（（（（５５５５））））ダムの弾力的運用ダムの弾力的運用ダムの弾力的運用ダムの弾力的運用２２２２ 水量の確保と保水力の維持水量の確保と保水力の維持水量の確保と保水力の維持水量の確保と保水力の維持・・・・向上向上向上向上 （（（（１１１１））））川辺のまちづくり川辺のまちづくり川辺のまちづくり川辺のまちづくり（（（（２２２２））））守水による里川づくり守水による里川づくり守水による里川づくり守水による里川づくり（（（（４４４４））））多様な生物が見られる水辺づくり多様な生物が見られる水辺づくり多様な生物が見られる水辺づくり多様な生物が見られる水辺づくり３３３３ やすらぎの水辺空間の整備やすらぎの水辺空間の整備やすらぎの水辺空間の整備やすらぎの水辺空間の整備
清流清流清流清流のののの保全保全保全保全とととと復活復活復活復活ⅡⅡⅡⅡ （（（（３３３３））））自然に配慮した河川整備自然に配慮した河川整備自然に配慮した河川整備自然に配慮した河川整備
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２２

（（（（１１１１））））「「「「ごみゼロ生活ごみゼロ生活ごみゼロ生活ごみゼロ生活」」」」の推進の推進の推進の推進（（（（２２２２））））技術技術技術技術・・・・研究開発の促進研究開発の促進研究開発の促進研究開発の促進（（（（４４４４））））ごみの排出抑制のための経済的手法の導入促進ごみの排出抑制のための経済的手法の導入促進ごみの排出抑制のための経済的手法の導入促進ごみの排出抑制のための経済的手法の導入促進１１１１ 廃棄物の排出抑制の促進廃棄物の排出抑制の促進廃棄物の排出抑制の促進廃棄物の排出抑制の促進 （（（（１１１１））））リユースリユースリユースリユース・・・・リサイクルの促進リサイクルの促進リサイクルの促進リサイクルの促進（（（（２２２２））））廃棄物系バイオマスの有効利用の促進廃棄物系バイオマスの有効利用の促進廃棄物系バイオマスの有効利用の促進廃棄物系バイオマスの有効利用の促進（（（（４４４４））））技術技術技術技術・・・・研究開発の促進研究開発の促進研究開発の促進研究開発の促進２２２２ 廃棄物の循環的利用の促進廃棄物の循環的利用の促進廃棄物の循環的利用の促進廃棄物の循環的利用の促進 （（（（１１１１））））排出事業者責任の徹底排出事業者責任の徹底排出事業者責任の徹底排出事業者責任の徹底（（（（２２２２））））優良処理業者の育成優良処理業者の育成優良処理業者の育成優良処理業者の育成（（（（３３３３））））産業廃棄物処理施設周辺の環境保全産業廃棄物処理施設周辺の環境保全産業廃棄物処理施設周辺の環境保全産業廃棄物処理施設周辺の環境保全（（（（４４４４））））有害廃棄物の適正処理の推進有害廃棄物の適正処理の推進有害廃棄物の適正処理の推進有害廃棄物の適正処理の推進（（（（５５５５））））ごみ処理施設の安定的確保ごみ処理施設の安定的確保ごみ処理施設の安定的確保ごみ処理施設の安定的確保３３３３ 廃棄物の適正処理の推進廃棄物の適正処理の推進廃棄物の適正処理の推進廃棄物の適正処理の推進 （（（（６６６６））））し尿等の処理対策の推進し尿等の処理対策の推進し尿等の処理対策の推進し尿等の処理対策の推進（（（（１１１１））））県民総監県民総監県民総監県民総監視視視視ネネネネットワットワットワットワークの推進ークの推進ークの推進ークの推進（（（（２２２２））））悪悪悪悪質事質事質事質事案案案案対策の対策の対策の対策の強強強強化化化化（（（（４４４４））））県民県民県民県民参加型参加型参加型参加型の環境美化活動の促進の環境美化活動の促進の環境美化活動の促進の環境美化活動の促進４４４４ 廃棄物の廃棄物の廃棄物の廃棄物の不不不不法法法法投投投投棄棄棄棄・・・・不不不不適正処理適正処理適正処理適正処理のののの撲滅撲滅撲滅撲滅 （（（（１１１１））））災災災災害廃棄物処理の害廃棄物処理の害廃棄物処理の害廃棄物処理の相互支援体相互支援体相互支援体相互支援体制の整備制の整備制の整備制の整備（（（（２２２２））））県県県県災災災災害廃棄物処理計画に害廃棄物処理計画に害廃棄物処理計画に害廃棄物処理計画に基基基基づくづくづくづく教教教教育育育育・・・・訓練訓練訓練訓練５５５５ 災災災災害廃棄物処理対策の推進害廃棄物処理対策の推進害廃棄物処理対策の推進害廃棄物処理対策の推進 （（（（１１１１））））一般一般一般一般廃棄物処理の廃棄物処理の廃棄物処理の廃棄物処理の広広広広域化域化域化域化（（（（２２２２））））災災災災害廃棄物処理対策の推進害廃棄物処理対策の推進害廃棄物処理対策の推進害廃棄物処理対策の推進（（（（４４４４））））不不不不法法法法投投投投棄棄棄棄・・・・使使使使用済用済用済用済家家家家電等対策の電等対策の電等対策の電等対策の強強強強化化化化６６６６ 県県県県・・・・市市市市町町町町村の連携村の連携村の連携村の連携・・・・協働協働協働協働（（（（奈良奈良奈良奈良モデモデモデモデルルルル））））による施策推進による施策推進による施策推進による施策推進
（（（（３３３３））））使使使使用済用済用済用済家家家家電等の電等の電等の電等の不不不不適正処理対策の推進適正処理対策の推進適正処理対策の推進適正処理対策の推進
（（（（３３３３））））廃棄物の減量化廃棄物の減量化廃棄物の減量化廃棄物の減量化・・・・再生利用の推進再生利用の推進再生利用の推進再生利用の推進

（（（（３３３３））））事業者の自事業者の自事業者の自事業者の自主主主主的的的的取取取取り組みの促進り組みの促進り組みの促進り組みの促進（（（（３３３３））））廃棄物利用の再生廃棄物利用の再生廃棄物利用の再生廃棄物利用の再生製品製品製品製品化化化化・・・・流流流流通通通通促進促進促進促進
（（（（５５５５））））不不不不法法法法投投投投棄等の棄等の棄等の棄等の撲滅撲滅撲滅撲滅に向けたに向けたに向けたに向けた啓啓啓啓発の推進発の推進発の推進発の推進

循環型社会循環型社会循環型社会循環型社会のののの構築構築構築構築ⅣⅣⅣⅣ
（（（（３３３３））））市市市市町町町町村の村の村の村の災災災災害廃棄物処理計画の策定促進害廃棄物処理計画の策定促進害廃棄物処理計画の策定促進害廃棄物処理計画の策定促進

（（（（３３３３））））放射線モニタ放射線モニタ放射線モニタ放射線モニタリンリンリンリンググググのののの実実実実施施施施（（（（１１１１））））化化化化学学学学物質対策物質対策物質対策物質対策（（（（２２２２））））騒音騒音騒音騒音・・・・振振振振動動動動・・・・悪臭悪臭悪臭悪臭対策対策対策対策２２２２ 生活環境の保全対策生活環境の保全対策生活環境の保全対策生活環境の保全対策 （（（（１１１１））））環境影響環境影響環境影響環境影響評価評価評価評価制制制制度度度度の推進の推進の推進の推進（（（（２２２２））））環境に環境に環境に環境に関関関関する調査研究の推進する調査研究の推進する調査研究の推進する調査研究の推進３３３３ 環境保全の環境保全の環境保全の環境保全の基盤基盤基盤基盤的ス的ス的ス的スキキキキームの推進ームの推進ームの推進ームの推進
（（（（２２２２））））光化学オキシダント及び微小粒子状物質光化学オキシダント及び微小粒子状物質光化学オキシダント及び微小粒子状物質光化学オキシダント及び微小粒子状物質（（（（ＰＭＰＭＰＭＰＭ2222....5555））））対策対策対策対策（（（（３３３３））））酸酸酸酸性雨性雨性雨性雨対策対策対策対策１１１１ 大大大大気気気気環境の保全対策環境の保全対策環境の保全対策環境の保全対策ⅤⅤⅤⅤ （（（（１１１１））））大大大大気汚染気汚染気汚染気汚染物質対策物質対策物質対策物質対策 （（（（１１１１））））環境環境環境環境教教教教育育育育・・・・環境環境環境環境学習学習学習学習の推進の推進の推進の推進（（（（２２２２））））啓啓啓啓発イ発イ発イ発イベベベベンンンントトトトのののの実実実実施施施施１１１１ 環境を環境を環境を環境を学ぶ学ぶ学ぶ学ぶ機機機機会会会会づくりづくりづくりづくり （（（（１１１１））））「「「「ききききれいにれいにれいにれいに暮暮暮暮らす奈良県スらす奈良県スらす奈良県スらす奈良県スタタタタイルイルイルイル」」」」実践団体実践団体実践団体実践団体ネネネネットワットワットワットワークの形成ークの形成ークの形成ークの形成（（（（２２２２））））景観景観景観景観・・・・環境の環境の環境の環境の魅魅魅魅力化による力化による力化による力化による新新新新たな観たな観たな観たな観光光光光の創出の創出の創出の創出（（（（３３３３））））優れた歴史優れた歴史優れた歴史優れた歴史文文文文化化化化遺遺遺遺産を活用した産を活用した産を活用した産を活用した景観景観景観景観・・・・環境づくりの推進環境づくりの推進環境づくりの推進環境づくりの推進（（（（４４４４））））自然との自然との自然との自然とのふふふふれあいをれあいをれあいをれあいを通通通通した地域の活した地域の活した地域の活した地域の活性性性性化化化化（（（（５５５５））））関係団体関係団体関係団体関係団体等の自等の自等の自等の自主主主主的的的的・・・・主体主体主体主体的な活動の促進的な活動の促進的な活動の促進的な活動の促進２２２２ 環境への環境への環境への環境への取取取取組を組を組を組を通通通通したしたしたした「「「「地域づくり地域づくり地域づくり地域づくり」」」」の推進の推進の推進の推進ⅦⅦⅦⅦ人人人人づくり・づくり・づくり・づくり・地域地域地域地域づくりのづくりのづくりのづくりの推進推進推進推進

（（（（１１１１））））重重重重要地域の保全要地域の保全要地域の保全要地域の保全（（（（２２２２））））野生動植物の保野生動植物の保野生動植物の保野生動植物の保護護護護と管理と管理と管理と管理（（（（３３３３））））地域地域地域地域特性特性特性特性に応じた生物多様に応じた生物多様に応じた生物多様に応じた生物多様性性性性の保全の保全の保全の保全（（（（４４４４））））水循環の再生水循環の再生水循環の再生水循環の再生１１１１ 生物多様生物多様生物多様生物多様性性性性の保全と再生の保全と再生の保全と再生の保全と再生 （（（（５５５５））））地球温暖化への対応地球温暖化への対応地球温暖化への対応地球温暖化への対応（（（（１１１１））））農林水産業における農林水産業における農林水産業における農林水産業における取取取取り組みり組みり組みり組み（（（（２２２２））））公共公共公共公共事業事業事業事業・・・・地域開発地域開発地域開発地域開発・・・・企企企企業活動業活動業活動業活動における生物多様における生物多様における生物多様における生物多様性性性性への配慮への配慮への配慮への配慮（（（（１１１１））））希少希少希少希少野生動植物等の調査野生動植物等の調査野生動植物等の調査野生動植物等の調査・・・・保全活動保全活動保全活動保全活動をををを通通通通した地域の活した地域の活した地域の活した地域の活性性性性化化化化（（（（２２２２））））生物多様生物多様生物多様生物多様性性性性を活用した見を活用した見を活用した見を活用した見所所所所づくりづくりづくりづくり３３３３ 生物多様生物多様生物多様生物多様性性性性を活用した地域の活を活用した地域の活を活用した地域の活を活用した地域の活性性性性化化化化４４４４ 生物多様生物多様生物多様生物多様性性性性をををを支支支支えるえるえるえる基盤基盤基盤基盤づくりづくりづくりづくり （（（（３３３３））））エエエエココココ・・・・ググググリーンリーンリーンリーンツツツツーリーリーリーリズズズズムの推進ムの推進ムの推進ムの推進
ⅥⅥⅥⅥ生物生物生物生物多様性多様性多様性多様性のののの保全保全保全保全 （（（（１１１１））））県民県民県民県民意識意識意識意識のののの醸醸醸醸成成成成（（（（３３３３））））多様な多様な多様な多様な主体主体主体主体による連携による連携による連携による連携・・・・協働協働協働協働の促進の促進の促進の促進（（（（４４４４））））生物多様生物多様生物多様生物多様性性性性をををを支支支支えるえるえるえる拠点拠点拠点拠点的機能の形成的機能の形成的機能の形成的機能の形成（（（（２２２２））））生物多様生物多様生物多様生物多様性性性性のののの恵恵恵恵みにみにみにみにふふふふれる機れる機れる機れる機会会会会の拡大の拡大の拡大の拡大

２２２２ 生生生生態態態態系サー系サー系サー系サービビビビスの持スの持スの持スの持続続続続可能な利用可能な利用可能な利用可能な利用

安全安全安全安全なななな生活環境生活環境生活環境生活環境のののの確保確保確保確保



資料編

（１）景観の保全と創造（関連） 3.8 4.0 4.4 4.4
2.03.04.05.0

H23 H24 H25 H26延長（ｋｍ） （出所：道路環境課）
世界遺産登録地域における歴史的景観保存地区内の無電柱化延長

16 36 57 77 97 117 142 169 198 
050100150200250

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26箇所数 （出所：森林整備課）
里山における森林整備の実施個所数

3,427 3,429 3,500 3,530 3,579 3,460 4,464 3,331 3,429 3,547 3,811 02,0004,0006,000
H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26

来訪者数（万人） （出所：観光産業課）
観光入込客数

1,979 3,414 3,555 3,595 01,0002,0003,0004,0005,000
H7 H12 H17 H22面積（ｈａ） （出所：農林業センサス）

耕作放棄地面積の推移
11.5 11.7 11.8 11.9 12.0 12.0 12.2 12.6

10.011.012.013.0
H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25

１人あたりの面積（m2/人） （出所：公園緑地課）
都市計画区域内人口1人あたりの都市公園面積の推移

（２）清流の保全と復活（関連）
20%40%60%80%100%

H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26
環境基準達成率 （出所：環境政策課）

各水系の環境基準達成率の推移
大和川 淀川 紀の川 新宮川 5060708090100

0.01.02.03.04.05.0
H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26

汚水処理人口普及率（％）
ＢＯＤ平均値（ｐｐｍ） （出所：環境政策課）

各水系のBOD値と汚水処理人口普及率の推移
大和川 淀川紀の川 新宮川汚水処理人口普及率59,733 59,733 61,183 61,333 61,336 61,376 62,333 62,773 63,105 63,165 63,243 

55,00060,00065,000
H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26

水源かん養保安林の面積（ｈａ） （出所：森林整備課）
水源かん養保安林の面積の推移

２３

２．関連指標



資料編（３）低炭素社会の実現（関連）

9,900 13,500 15,800 17,200 15,700 11,699 15,763 18,155 18,729 
05,00010,00015,00020,000

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26
利用量（ｔ） （出所：奈良の木ブランド課）

木質ﾊﾞｲｵﾏｽｴﾈﾙｷﾞｰ利用量（t）
538 1,348 2,035 2,986 3,970 4,769 5,772 6,737 7,510 

02,0004,0006,0008,000
H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26

面積（ｈａ） （出所：森林整備課）
施業放置林における強度間伐等の実施面積（ha)

1,128 1,503 1,947 3,041 4,832 5,878 6,542 7,351 7,628 7,883 8,197 
02,0004,0006,0008,00010,000

H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26
樹木数（本） （出所：森林整備課）

県民等からの募金により新たに植樹された樹木数（本）
（４）循環型社会の構築（関連） （目標値）（目標値）（目標値）（目標値） （目標値）（目標値）（目標値）（目標値）（１）一般廃棄物 （２）産業廃棄物

２４

（出所：廃棄物対策課）

81,845 147,905 240,954 271,340 
0100,000200,000300,000

H24 H25 H26 H27.6
導入設備容量（ｋＷ） (出所：資源エネルギー庁ＨＰ）

再生可能エネルギー導入状況

最終処分量最終処分量最終処分量最終処分量再生利用量再生利用量再生利用量再生利用量排出量排出量排出量排出量 焼 却 等 に よ る 減 量 化平成12年度 平成17年度 平成22年度 平成29年度97979797千ｔ千ｔ千ｔ千ｔ（（（（17.017.017.017.0％）％）％）％） 78787878千千千千tttt（（（（14.214.214.214.2％）％）％）％） 64646464千千千千tttt（（（（13.313.313.313.3％）％）％）％） 46464646千千千千tttt（（（（10.310.310.310.3％）％）％）％）
81千千千千tttt（（（（14.114.114.114.1％）％）％）％） 83千千千千tttt（（（（15.115.115.115.1％）％）％）％） 69千千千千tttt（（（（14.414.414.414.4％）％）％）％） 113千千千千tttt（（（（25.025.025.025.0％）％）％）％）

572千千千千tttt家庭ごみ家庭ごみ家庭ごみ家庭ごみ414414414414千千千千tttt 548千千千千tttt 482千千千千tttt 446千千千千tttt398398398398千千千千tttt 336336336336千千千千tttt 309309309309千千千千tttt事業ごみ事業ごみ事業ごみ事業ごみ158158158158千千千千tttt 150150150150千千千千tttt 146146146146千千千千tttt 137137137137千千千千tttt1,0741,0741,0741,074ｇ／人・日ｇ／人・日ｇ／人・日ｇ／人・日 1,0401,0401,0401,040ｇ／人・日ｇ／人・日ｇ／人・日ｇ／人・日 932932932932ｇ／人・日ｇ／人・日ｇ／人・日ｇ／人・日 870870870870ｇ／人・日ｇ／人・日ｇ／人・日ｇ／人・日
▲394千t ▲387千t ▲349千t ▲287千t 最終処分量最終処分量最終処分量最終処分量再生利用量再生利用量再生利用量再生利用量排出量排出量排出量排出量 中 間 処 理（脱水、焼却等）に よ る 減 量 化平成13年度 平成17年度 平成22年度 平成29年度

184千千千千tttt（（（（12.212.212.212.2％）％）％）％） 99千千千千tttt（（（（ 5.85.85.85.8％）％）％）％） 74千千千千tttt（（（（ 4.84.84.84.8％）％）％）％） 64千千千千tttt（（（（ 4.14.14.14.1％）％）％）％）
634千千千千tttt（（（（42.042.042.042.0％）％）％）％） 822千千千千tttt（（（（48.548.548.548.5％）％）％）％） 743千千千千tttt（（（（48.348.348.348.3％）％）％）％） 749千千千千tttt（（（（48.048.048.048.0％）％）％）％）

1,508千千千千tttt 1,696千千千千tttt 1,539千千千千tttt 1,560千千千千tttt▲690千t ▲775千t ▲722千t ▲747千t

0.00.10.20.30.40.50.6
4,0005,0006,0007,0008,0009,000

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25
二酸化炭素排出係数温室効果ガス排出量（千ｔ） （出所：環境政策課）

温室効果ガス排出量の推移
エネルギー起源二酸化炭素 非エネルギー起源二酸化炭素メタン 一酸化二窒素HFC等 二酸化炭素排出係数



資料編（５）安全な生活環境の確保（関連） 202 164 196 183 147 0100200300
H22 H23 H24 H25 H26

件数（件） （出所：環境政策課）
公害苦情件数【騒音・振動・悪臭】（件）

4.9 4.9 4.8 5.1 4.90.02.04.06.08.0
H22 H23 H24 H25 H26pH （出所：環境政策課）

雨水のpH 690 656 588 514 02004006008001,000
H22 H23 H24 H25

化学物質の量（ｔ） （出所：環境政策課）
環境中に排出される化学物質の量（ｔ）

（６）生物多様性の保全（関連）
20 30 38 42 

01020304050
H23 H24 H25 H26団体数 （出所：農業水産振興課）

環境にやさしい農業シンボルマーク認証団体数

２５

（７）人づくり・地域づくりの推進（関連）159 169 167 170 177 
050100150200250

H22 H23 H24 H25 H26
NPO法人数（団体） （出所：協働推進課）

環境保全を図る活動に取組むNPO法人数（団体） 65 67 70 70 70 020406080100120
H22 H23 H24 H25 H26

認定件数（件） （出所：産業政策課）
環境をテーマにしたビジネスモデル認定件数（件）

44.0 44.0 44.0 51.0020406080100
H22 H23 H24 H25

市町村数の割合（％） （出所：環境省）
温暖化防止実行計画を策定している県内市町村数の割合（%）

787 828 853 866 
6007008009001,000

H23 H24 H25 H26認証者数（人） （出所：農業水産振興課）
エコファーマー認証者数

21.6 32.4 43.6 60.5 76.7
020406080100

H22 H23 H24 H25 H26適正処理実施率（％） （出所：廃棄物対策課）
ＰＣＢの適正処理実施率（%）





奈良県くらし創造部景観・環境局環境政策課

〒630-8501  奈良市登大路町３０

TEL：0742-27-8732 FAX：0742-22-1668

http://www.eco.pref.nara.jp/


